













埋蔵文化財調査年報 も4号を重ねるに至った。第 1号以来 7年になる。
その主要報告内容は、青葉城二の丸跡の発掘調査であるが、明治末期以
前 と考えられるビール瓶に対する検討なども述べ られてお り、考古学 も
大変に巾を拡げたものと大いに考えを改める必要を感ずる。考古学は、
その出土物 自体 とその状況の両方から当時を推定する学問だ とい うこと
を今更ながら覚る思いである。
数十年前には遠見琢の道傍に石棺が放置され、子供達が棺の本体を支










測定対象もまた急速に開発 され新 しい量の測定を行 うことによって事実














仙台城二の丸跡第 7次調査地点 (NM7)          1986年 3月 26日 ～4月 16日
仙台城二の丸跡第 8次調査地点 (NM8)          1986年 6月 2日 ～8月 9日
年報 5(1987年度調査遺跡)
仙台城二の丸跡第 4次調査地点 (NM4)          1985年 1月 9日 ～2月 6日
1987年 7月 15日 ～9月 4日
3.調査・整理作業は、東北大学埋蔵文化財調査委員会の委嘱を受け、埋蔵文化財調査班(1988
年より調査室)が行った。
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2.発 掘 調査 の概 要
1986年度は、本調査 2件、試掘調査 1件、立会調査 1件、計 4件の調査を実施 した。 これら
の調査の内訳は、川内地区 (仙台城二の丸跡)においては本調査 2件、立会調査 1件、青葉山
地区 (旧石器―縄文)では、試掘調査 1件である (表 1)。
(1)川 内地区 (仙台城二の丸跡)の調査
1986年 3月 26日 ～ 4月 16日 には、記念講堂前で植樹に伴 う事前調査を実施した。当地区は、
二の九に隣接 した「勘定方」の区域にあたる。調査の結果、掘立柱建物跡や溝などを確認 した
(第 2章 -2)。
1986年 6月 2日 ～ 8月 9日 には教養部文科系教官棟の新設に先立ち調査を行った。調査区は、
二の丸北端を画する堀にあたる場所 と考えられたが、推定を裏付けるように堀の北辺が検出さ
れた。 この結果から、二の丸北辺部分について現地形 と古絵図の対比がより正確にできるよう
になった (第 2章 -3)。
これらの本調査のほかに、文学部心理学動物実験 。飼育室 (プ レハブ)の設置にあた り立会
調査を実施 した。工事による掘 り下げは30～ 60cmで 、大学。米軍による盛土内にとどまるため、
本調査は行わなかった。
表 1 1986年度調査概要表
Tab。 l  Excavations on the campus in the fiscal year 1986
調査の種類 調 査 地 点 原   因 調査期 間 面 積 時期













試 掘 調 査 青葉山地区工学部情報工学科 工学部情報工学科実験研究棟 10/3～ 11/12 87 m2
立 会 調 査 仙台城二の丸跡′b理学動物実験室地点 文学部′b理学動物実験飼育室 3/ 9 105∬
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Lab Of Nuclear Scien
図 1 東北大学 と周辺の遺跡
Fig。 l Archaeological sites and Tohoku University















当地区では、工学部情報工学科実験研究棟新営に伴 う試掘調査のみである。1986年 10月 3日
～11月 12日 の約 1ケ 月間、87m2に ついて調査を行った。一部は礫層まで掘 り下げたが (深 さ約
2.5m)、 結局、遺構や遺物は検出されなかった。しかし、調査区は削平を受けていたものの愛
島軽石層 (約 6～ 8万年前)よ り下位の推積状態は良好で、青葉山B地点で検出された前期旧
石器の包含層も確認された。青葉山地区では今後もこうした試掘調査を継続していく計画であ
る。なお、当地点では、建設予定の全域を対象とした本調査は実施していない。
3。 この他 の調査班 の活動
1986年度調査の第 7地点 。第 8地点の調査は、いずれも限定された範囲内での調査であった
こともあり、現地説明会などは行っていない。そのため、第 8地点の調査成果を中心に、F東北















0                           1
図 2 仙台城 と二の丸の位置






















安定 とともにその山城的な立地は何かと不便になり、 2代藩主忠宗は、寛永15年 (1938年 )、 そ
の麓 (川 内 1現東北大学構内)において二の九の造営を始める。 これ以前、当地には政宗四男
宗泰 (の ちの岩出山領主)の屋敷、その北隣には長女五郎八姫の居住する「西屋敷」カミ置かれ
ていたことが知 られている。 この地に二の九が完成 して後、仙台藩の政治・諸儀式の中心はこ
こに移 され、さらに 2代藩主以降その居館 ともなる。その後、二の丸は配置・構造上にい くつ
かの変遷を経ながらも、事実上幕末まで仙台城の中枢 として機能していく (仙台市教育委員会
1967)。
版籍奉還の明治 2年 (1869年 )には勤政庁が置かれ、明治 4年 (1871年 )の廃藩置県後は、
仙台城が粥治政府・兵部省の管轄下に移るとともに東北鎮台 (後に仙台鎮台と改む)が置かれ
る。 この頃、本丸の建物群は取 り壊されるが、二の丸の建物群は依然 として残っている。 しか
し、この二の丸建物 も粥治15年 (1882年 )の火災によってことごとく焼失 してしまう。その後、
当地には陸軍第二師団が置かれ、戦後は米軍の駐留地 となる。そして、昭和32年 (1957年 )、 米




のこれまでの発掘調査は 6地点を数える。 この中で特に、二の丸中心の小広間の近 くを調査 し
た第 2地点では、礎石建物跡が発見され、良好な録存状況 と遺構の重要性から調査後は保存さ
れることになった。また、その後、二の丸の南外郭 (第 3地点)、 北東部外郭 (第 4地点 )、 西
外郭 (第 6地点)にかかわる遺構が検出されてお り、現在の地形上で二の丸の範囲がほば推定
できるようになった。さらに第 5地点の試掘調査では、中奥の一角にあたる遺構群を確認して
いる。
2.二 の丸跡 第 7次調 査地 点 (NM7)の 調 査
(1)調査地点の位置

















2m× 2mの グリッドを12ケ所設定した(図 5)。 南から北へ 1区 ～12区 とグリッド名を付 した。
遺構が確認された場合には、面積を拡張したグ リッドもある。調査深度は、各グリッドによっ
て異な り、40cm～ 110cmで ある。深さ30～ 40cm程 度で地山面になるグ リッドもあったが、層の堆
積状態を把握するため 1区のみはさらに掘 り下げ、礫層まで調査を行った。 lm以上掘 り下げ




あるが、概ね図 6の ような対応関係になるとみられる。1区 ～ 7区の 3層、8区～10区のⅣ～V






















図 4 二の丸第 7調査地点調査区の位置
4 Location of NM 7





























































































卜 十 四 稿 食 創 団
1層 現妄とおよびそれに伴う整地層
Ia 10YR3/4 暗褐色    ツルト
lb 10YR7/8 黄登色    軽石
2層  10Y R 3/3 暗掲色    粘質ツルト  小礫少量含む
3層  10Y R 4/3 によい責褐色 砂質ツルト  礫多豊含む
B層 10YR 5′ 4 によい黄揚色 粘土     均質な務土唇
A層  10YR 5′ 6 黄褐色   粘土
4層  10Y R 411 協色     砂質ツルト  砂際をう畳に含む整地層
～5/6   ～黄縄色
4a loYR4イ 4 掲色     砂質ンルト  砂僚をう量に含む
～5!6   ～黄縄色
4b 10YR5'1 にユい黄褐色 ンルト質粘土 礫少豊含む
lC 10YR4′ 6 掘色     砂質ンルト  揆多量含む
4d 10YR5イ 6 黄褐色    砂質ンルト  礫多畳含む
4e sYR7/3 浅責色    粘土     明褐色砂が不均質に入る
5層 10YR 313 階梶色    粘質ンルト  炭十ヒ物を少畳含む
‖層 10Y R 6/4
111層  10Y R 3/2
Ⅳ層 10Y R 5,4
1ra 10YR5′ 2
∬b 10YR5/6
1TC  10YR 5'1
ドd 10YR5 6
V層  10Y R 3,4
Ч層 10YR3 1
にぶい黄橙色 砂映
黒褐色    ンルト
にメい黄褐色 砂礫
灰黄穏色   砂質ツルト
黄褐色    砂質ンルト
にすい責褐色 砂質ツルト
責褐色    砂質フルト
暗褐色    粘質ンルト























図 6 第 7地点土層柱状模式図






4区では 3層下で南北方向の 1号溝が検出された(図 9)。 幅2.7m、 深さ0.6mを はかる。南
の 3区、北の 5区ではこの溝の続きは検出されていないので、 1号溝は鈎型に屈曲するのであ
ろうか。
8区の北側に 2号溝の肩の一部が検出された(図■)。 地山面確認。ピット5に切られる。深




6区 ～8区の地山面で掘立柱建物が確認された(図 7)。 桁行きが 8間以上の南北棟になるだ




である(図■)。 また、 3層、Ⅳ層の整地層を中心として瓦の出土が多かった。特に、 2区、 3




図 7 第 7地点 6～ 8区掘建柱建物跡


















図 8 第 7地点 1区・ 2区平面図・断面図
Fig.8 Plans and cross sections of Grid l and 2 at NM 7







10Y R/ 黄穏色 砂
礫を多量に含む
10Y R/ 黄褐色 砂
小礫・炭化物少量含む


























































cross sections Of Grid 3 and 4 at NM 7
1          
上 m5m
W-0-E                  E-3















① 10Y R/ 暗褐色 ンル ト
黄褐色ンル トが不均質に混じる
小礫含む




③ 10Y R/褐 色 シル ト
礫多量含む
Pit 5埋 上
④ 10Y R/ 暗褐色 シル ト
黄褐色ンル トが不均質に混じる
小礫多量含む

































妥 二垂 垂 葬 琴 ≡ 素 甍 ≡ 芽 棄 年
0         1m
―
図10 第 7地点 5区・ 6区平面図・断面図


























⑩ 25Y/ にぶい黄色 ンル ト
褐色シル トが不均質に混じる























図11 第 7地点 7区・ 8区平面図・断面図
Fig。 1l Plans and crOss sections Of Grid 7 and 8 at NM 7




















































0        1m
―
9区
図12 第 7地点 9区・ 10区平面図・ 断面図
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掘上げ状況   E上 3
図13 第 7地点■区平面図・断面図
Fig。 13 Plan and cross sections of Grid ll at NM 7
② 遺物





















1～ 4は、コバル トによるやや盛 り上がった濃い染付がなされる。これらは、胎上の光沢が
強 く、肥前以外の産地が考えられる。 5は幕末前後の平清水の隅切小皿で、型抜 きで卍崩文が
施される。 6は 18世紀後半以降の肥前産の皿で、山水文が施される。 7は肥前産の飯茶碗で、
見込みに鷺文がある。 8は角形の水滴で型押しで菊花文が施される。 9は山に武田菱文の飯茶
碗で平清水産。この山に武田菱文の飯茶碗は、二の丸跡第 2地点で同様のものが出土 している

















表 2 第 7地点出土陶磁器集計表
Tab 2 Distribution of ceranlics at lW� 笙7
地
区 系

























l 1層 1 1
2層 1 不明 2 3
ξし 1 1
1層 2
2層 1 2 鉢類 2 8
瓦溜中 1 碗皿類 2 3
3 1層 l 鉢類 2 碗皿類 3
3層上面 1 1
3層 5
4 1層 碗皿類 1 1
3層上商 1 l
濤 1埋± 1層 1 香炉 2 鉢 2 碗皿類13 18
涛 1埋± 2層 l 不甥 2 碗 El類 3 6
濡 1埋土 ユ 火入 1 碗皿類 14
5 1層 1 l
2層 ユ 鉢類 1 2
6 1層 1 11
ピット 不明 3 3
7 l層 ll 不舅 1 不明 1
油差し 1
鉢類 2




Ⅲ層 既 1 1 1 不明 1
鉢 1
猪口 2






IV層 歩 1 盃 1
猪日 ]
4 不明 2 碗皿類 4
不明 2
66
V層 釈 1 1 水滴 1 1 4 1 4 仏花器 1
豆甕 2
不切 4 硯皿類 8
不明23
ピット1 1 碗皿類 1
ピット5 碗皿類 1 1
辱 2埋± 1層 1 1 1 碗皿類 1 4
特 2埋± 2層 不 明 碗皿類 4 5
不明 1 1
9 I層 l よ l 袋物 5 鉢類 1 不明 4
【I層 不明 6 不切 l




鉢類 6 碗4L類 4
不明21
Ⅳ層 1 Ⅸ 1 火入 1 不明 1 不明 4
V層 4 水滴 1 I 1 威櫃 1 碗皿類 5
l号 騰Ⅵ層 1 1
It 不明 1 14
I層 1 l 鉢類 11 不明 1 碗皿類 2









IV層 1 碗皿類 2





I層 1 鉢類 4
MI堤雪 鉢類 5 碗皿類 1 14
tV層 よ 鉢 1 21 不明 1 碗皿類 2
VI層 ユ 1 不切 2 碗皿類 8
Ⅵ‖層 猪 口 l ] 1 不明 4 碗皿類24
IX層 I ユ FFE皿 類18
不明23
I層 レンゲ 1 1
不 明 1 1 鉢類 5 碗皿類 3






Fig.14 Porcelains from NM7
0                       1o
19c.(12・ 1318c。 )
図15 第 7地点出土陶器
Fig。 15 Ceramics from NM 7
表 3 第 7地点出土陶磁器観察表
Tab.3 Notes on ceramics at NM7












胎 土 焼 成 産 地 時  期
与具
図版
口笹 器 高 種類 貫入
ユ 場呑茶罷 8区 V 磁 L 染付団円文、コパル ト 石灰 やや密 良 不 明 粥治 6-3
2 小型碗 8区 V 磁 葵文?、 コバルト 石灰 やや密 やや良 示明
3 振茶碗 8区 V 磁 M 宝珠喜文字文、ヨバル ト 石ラ やや密 やや良
^明
6-4
坂茶碗 8区 V層 磁 染付菖蒲文 ?、 コ′ヾル ト 石灰 やや宅 やや良 平清水 6-5
8区 V層 磁 聖抜卍崩文 石灰 やや冦 霊 平浩大 6-1
小皿 9区 II層 磁
一厳
柴付楼閣山水文、呉須 石灰 やや好 やや甘 肥前 18C後半～19C 8
7 飯茶伽 9区ⅡI層 染付山水文、見込鷺文、呉須 目跡右 石灰 工副 18C後半～19C
8 水満 9区 V層 染付型抜菊花文、呉須 ? 石灰 声 6-7
9 飯茶碗 9区 V層 磁 染付山に武田菱支、呉須 石灰 子清水 幕末前後
徳利 10区Ⅱ層 磁 〔付着松梅文、呉須 石 灰 マや准 単剛 6-12
11 茶 続 10区 H層 磁 染付よるけ縞文、呉須 石灰 争や涌 や 自 浩 大 真 芙前絡 6-
12 飯茶碗 10区Ⅱ層 磁 S 二重網目立 皇菊 盲台蔓k 石灰 や゙長 把前 6-10
1〔 11区Ⅷ層 磁 絶 染付着松文、呉須 石灰 や゙甘 単別






坂茶腑 1区Ⅵ層 陶 炎釉流掛 糠白 やや自 大堀相罵
lt 火入 9区Ⅳ拒 陥 やや粗 やや艮 6-17
■区 1層 始 168 嘘文 石灰 やや湘
8 皿 8区 V層 十 無支
Il 11区IX層 土 S 無文
直木鉢 4区簿 1埋 1
『
【文 災素 や甘 6-20
B.瓦
a:分布
発掘区全体の層序は概ね対応づけられるが(図 6)、 各調査区間の距離がかなりあ り、廃棄の
単位が異なる可能性が強いので、地区・層ごとに集計をした (表 4)。 これらの資料の うち、特
に量が多 く、出土状況から一括性が強いのは、 8区Ⅳ層、同V層 同ピット、 4区溝出土の各資



























表 4 第 7地点出土瓦集計表
Tab.6 Distribution Of roof tiles at N� 1 7
[破 片数・重畳 (単位kg)の順に表示]
地 区 層 遺 摘 平 瓦 類 丸 瓦 類 軒 平 瓦 軒 丸 瓦 桟 瓦
そ 他
不 明 瓦
稔違ヽ 面 戸 その忙 小  計
1区 1層 3 0 02 10  03
2層 2 26  29 2  03 2 00 72  26
1 0 01 5  02
1層 3 0 9  02
2層 7 1 13  11 1  001 1  02 149  45
瓦溜中 3 21  49 2  07 101  25
3層 502     32 ( 236  286 4  11 14 12 516  176
3区 1層 2 0 4  01 1  004
1 1 001 40     1 1
3層 402     72 〔 335  487 13  4 1 6 10 577    25 5
5層 3 1
瓦致き 23  48 1  001 58     2 4
4区 63   10( 47 ユ 1 00〔 79  42
3層 7 42     4 8 1  04 3  06 186  79
2層溝理十 7 33  36 2  02 84     4 0
吾埋± 1層 156    29 1 132  262 2  02 7  08 1  00 3 30 44
善埋±■ 6 1 18  34 1  04 1  03 1 1 01 17  07
語埋土III 2 0 1  001 6  03
5区 l層 2 0 1  004 1  02 21  08
2層 189     41 100  188 3  04 4  10 233    15 2
3層 ■3  24 58  122 2  17 13  40 2 04 48  26
1層 3  0 10  09 29     1 2
)it l
Dit 2埋土 12 [ 02 4  01
7区 1層 5 0 29  14
2層 上 2 1 01
3層 11 2 05 28  13
田層 04 2  02
1 1 06 33     1 5
II層 24 37 45  34 1  001 1  01 14 20 [17  42
V層 721  257を 194  566 6  19 14  114 6( 3 117  36 0 480    24 0
V層 88     39 31  166 13  94 4 12 53 47     2 6
′I層 10 2 02
茄tl埋± 1 134  51 60  188 1  01 ユ 1 2 07 122  61
五t2理■ 1 1 01 2  06
1埋上 1 3 12  25 15  09
再 1理■ 2 1 0 4  04
4
11層 1号溝内 pit 5 5 13  22 1 1  00+ 1 3 07 31  18
9区 層 3 0 19    01
H層 11 1 5  03 1 01 32  15
MI層 6 l 12  07 38  1
IV層 158    37( 148  242 1  09 6  19 2  04 16 39
V層 5 2 8  28 2 09 18  0
Ⅵ層 1号潜上部 2 2  00` 3  02
川隠 埋土 1 0 1  00と
咄I層 2 2  04
その他撹乱ビット 2 0 5  06 6  0
10区 I層 10  09
H層 5 0 25  0
II暦 59  197 43  81 3  16
V層 5
'1    1 8
1  00( 1 1 2 03 52     2
39     10 ` 41  80 1  00[ 1
「I層 10 3 17 22 2  02 20     1 4
11区 I層 9  17 11  09
H層 2 0 1  02 1 1 01 3  02
V層 15  32 2  04 1 1 02 36     2 2
n層 54  11 65    10 1 08 3  151 1  05 II 1 007 54     4 0
Ⅲ層 86  10 25  67 2  11 1  001 1  05 11 ユ 2 06 44  31
X眉 76  18 37  70 1  00` 3  02 11 1 01 82  50
層 9 12 1  02
F区 層 3 1  0041 5  02
不明 36     10 23     3 4
I 11 12 32 19
不明とえ採 3  50 1  20 2  21 1 1 06
計 3268 8120 985   363 0 106  440 258  66 131 1897上
完形平均童畳 2 385 225 6251
徐重量 平吻重量 3405 1613
図16 瓦分類の手順










































































round ridge deCOration tile
/平 瓦 flat tile






Pl 18 Restored illustration of a roOf at Nふ 江7
(坪井 1976 図28よ り作製 )

















軒丸瓦 (図 19～ 22)
丸瓦部の完形品は 3点 のみなので、実際には菊丸 と鳥伏間を除 く軒丸瓦類を合むことになる。
瓦当部の周が 4分の 1以上残存 しているものを抽出し、計測観察の対象とした。
紋様 :九曜紋が最 も多 く、次いで三引両紋、巴紋 となる。 8区では、三引両紋はおもにⅣ層
以上で、九躍紋はV層以下で出土する。他に 4区の溝 より桐紋が 1点出ている。それぞれの紋
様についてい くつかの範があるようだが、同範の認定は難しい。
形態 :瓦当部の直径は概ね165mm～ 175mmで 、 5.5寸 の瓦と考えられる。 5寸 と考えられる一
回 り小さい瓦当も 2点みられる。文様ごとに直径に差は無い。周縁の幅は、三引両がやや狭い
傾向がある。
菊丸 (図 21・ 22)
直径約120mmの 瓦当で、大きさから菊丸と推定されるものが、2区 3層 と5区 3層 に各 2点み
られる (図 21・ 22-17～ 20)。 瓦当部を欠いているが、大きさから菊丸の丸瓦部 と推定されるも









0                10cm
図19 第 7地点出上軒丸瓦(D
Fig.19 Round eaves tiles frOm NM 7(1) �lid.of 19c.
0                1ocm
図20 第 7地点出土軒丸瓦(2)



































図22 第 7地点出土軒丸瓦徽)・ 軒平瓦(1)
Fig。 22 Round eaves tiles and nat eaves t』 esfrom NM 7      Mid.of 19c.
∩
軒平瓦 (図 22・ 23)
瓦当部の模様から次の 9種類が識別できた。
I 唐草十二枚笹 :破片だが、唐草の形が、三枚笹を組合せた表採品の軒桟瓦 (図38-98)、
仙台城二の丸出上の軒平瓦の文様 と共通 し、かつ笹文の一部が確認できる (図22-24。 25)。
H 唐草+雪持笹 (図22-26～ 29)。
Ⅲ 唐草十四弁花 (図 22-30、 図23-32)。
Ⅳ 唐草十梅 (図 22-31、 図23-33・ 34・ 36)。
V～Ⅷ 細片のため、模様の全体形不明 (図23-35・ 37・ 38・ 39)。
Ⅸ 菊十?;形態が他の軒平と異なる。 2点有 り、同範である (図 23-40・ 41)。
資料数が少なく、瓦が最も多い 8区でも軒平瓦は 9点のみである。したがって文様・形態と
出土地点・層との関係は論じられない。
表5 第7地点出土軒丸瓦観察表        表6 第7地点出土軒平瓦観察表
Tab 5 Notes on round eaves tiles at Nい 71 7      Tab.6 Notes on flat eaves tiles at NⅢ 71 7
単位mI( )は復元値 平均値等は復元値を含む                            単位mm
図 文    様 地 区 層 遺構 径 周 縁








9 pit l, 埋 1





巴 十連珠 8区 IV層 (171)
V層
17 菊 九・ 菊 2区 3層
5区 (121)
(122)
桐 4区 濤 埋 1 (174)































4区 溝 1埋± 1層













0                100m
Ｉｙ
図23 第 7地点出土軒平瓦12)
Fig.23 Flat eaves tiles ttom NM 7(2)
丸瓦 (図24～ 27)
形態 :胴部長は、おおよそ255mmか ら280mmま で分布し、平瓦よりやや短いのがわかる。他の
部位の計測値及び相互の関係を比較 しても、さらに細かいタイプは見いだせない。
製作・調整痕 :全ての瓦に基本的に共通 した特徴がみられる。すなわち、表面胴部は縦方向
のヘラナデ、胴部両端 と玉縁部はヨコナデである。内面は横方向のコビキ (粘土板の切 り離 し






平瓦 (図 28～ 30)
形態 :幅が分かる資料が少ないので、長さで比較してみると、おおよそ265mmか ら300mm(9
寸から1尺)ま で連続して分布している。 1点のみ237mm(8寸相当)の ものがある。長幅比に












4区 より、板状の貼 り付け桟の破片 1点が出ている。また水切 り清の付いた破片が 8。 9・
10区のIV層、10区の I層 より各 1点出土している。第 6地点の例 (東北大学埋蔵文化財調査委
員会 1990 pp.30～ 36)か らすると、塀桟瓦の可能性がある。
表 7 第 7地点出土丸瓦観察表
Tab.7 Notes on round roof tiles at NM7
単位 ma・ kg










73 3 22 1 2 25
78 72
単位 m田・ kg ( )イエ復元値 平均値等は復元値を合む
図 地 区 層遺構 長 頭  幅 尻  幅 谷  深 厚 重 備  考











280 0 228 6 24
182
表 8 第 7地点出土平瓦観察表
Tab 8 Notes on flat roof tiles at NM7
表 9 第 7地点出土興斗瓦観察表
Tab.9 NOtes on ridge tiles at NM7
単位 I II





不 明 不 明
258
242
246 8 162 5
75
0               10cm
図24 第 7地点出土丸瓦(り
Fig,24 Round roof tiles from NM 7(1) Mid.Of 19c.
D               10cm
図25 第 7地点出土丸瓦12)
Fig,25 Round rooftiles ttom NM 7(2) �【id.of 19c.
図26 第7地点出土丸瓦(31
Fig.26 Round roof tiles,om NM7(3)
0               10cm
Mid.of 19c.
図27 第 7地点出土丸瓦(4)
Fig.27 Round roof tiles from NM 7(4)
0               109m
Mid,of 19c.
図28 第 7地点出土平瓦(D
Fig.28 Flat rOOf tiles from NM 7(1)
Cm
Mid.of 19c.
0            10cm
図29 第 7地点出土平瓦(2)









図30 第 7地点出土平瓦(3)・ 英斗瓦(0











輪違い (図 32～ 34)
組棟に使 う装飾瓦で、特に 8区 より多 く出土。長さの測定可能なものを抽出資料 とした。




作 りだしているものとないものがある (図版18-11～ 13)。
面戸瓦 (図 35・ 36)
形態 :平瓦を葺いた筋 と大棟下部の隙間を埋める瓦である。丸瓦を輪切 りにした形で、中央
で二つに折れているものが多 く、幅が計測可能な物は 4点のみである。幅は丸瓦の幅にはぼ合
っている。長さはまちまちで、全 く同じ形態のものはない。
製作・調整痕 :内 面は丸瓦同様、横方向のコビキに型の布痕が重なる (図版18-14)。 外面は
丸瓦同様の縦のヘラナデが主体だが、横のナデになっているものもある。
図31 第 7地点出上奥斗瓦(2)
















































































































































Fig。 35 Flller tiles from NM 7(1)
0                10cm
h/1id of 19c.
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表10 第 7地点出上輪違い観察表
Tab 10 Notes on ridge decoration tiles at Nh/17
単 位 師m ( )(工 彼 元 値  平 均 値 な ど tよ復 元 値 を 含 む
図36 第 7地点出土面戸瓦(2)
Fig,36 Filler tiles from NM 7(2) Mid of 19c.
表■ 第 7地点出土面戸瓦観察表
Tab.1l Notes on filler tiles at NW17







単 位 mm・ kg




潜 、 理 土
伏間瓦 (冠瓦)(図 37-89～ 93)
棟の上に乗せる瓦である。完形品が無いので、破片から全体を推定する。類例は元興寺 (1982、
図版21)に見 られる。







「その他」の頂 目にかかったものを基に、同じ地区から出上 した「平瓦類」 と「不明瓦類」を
再検討 し、 4区溝埋± 1層 より27点、 2区 3層 より7点の破片を検出した。この瓦は表 4にお
いては分けられていない。
その他の道具瓦 (図 37-94。 95)
使用法は不明。仙台城では二の九第 6地点で 1点 (東北大学埋蔵文化財調査委員会 1990 p.
37)、 三の九で 4点 (結城 1985 pp.177、 315)出上 している。








片もしくは腐食の著 しい物で、計測・ 図示できない。釘については、 8。 9区でIV層 までは西
洋釘が確実に含まれている。ボタンは、第 2地点に類例がある (東北大学埋蔵文化財調査委員
会 1985 p.99)。 表面 と裏面をつなぎ合わせた真鍮製の中空のもので、陸軍の軍服のものであ
ろう (図 38-101)。
D。 その他の遺物
硯の破片 2点が出上 している。その うち と点は側面を印に転用したらしい。彫 られた字は「羽
田EΠ 」だろ うか。表にも彫 りかけて失敗 した字が残っている(図 38-100)。 また、江戸時代～明

















図38 第 7地点出土桟瓦・装飾瓦 。その他の遺物
Fig。 38 Various roof tiles and other implements from NM 7
チ ャー ト製徴細票」離痕ある祭J片、チャー ト製砕片各 1点 )カミ出土 している。
図 種  類 地 区 層・還濤 図 種   類 地 区 層・遺濤
伏 間 瓦 G4 濤 1埋 1 装 飾 瓦 G10 Ⅲ  層
G ll ⅥⅡ  層
軒 桟 瓦 不 明 不   明
櫛 日付 瓦 G ll Ш  層
G8 V  層
道 具 瓦 G10 Ⅲ  層 鋼製ボタン Gコ Ⅳ   層





150    160
面戸長
13υ    ■4υ    159              80     90     1oo
図39 瓦の計測値
Fig.39 Histgrams of rOOf tile sizes fronl N� 1 7
120
単位 mm
30 1 0 0
表12 第 7地点出土その他の遺物集計表
Tab 12 Distribution Of variOus implements at NM 7
地  区 層・遺構




銅釘 鑑 そ の 他 不 明
洋 和 不 明
1区 l層 l 雨樋支え ユ
2 層
1
2区 2 層 1 2
3層 キセル  1
3区 1層 2 1 3
4区 1層 3
5区 1 層 1
6区 1層 1
7区 1層 4 3
2層 3 1
3 層 1 2
1 1
8区 Ⅲ 層 3 8 鍵  1 8
Ⅳ  層 8 1 2 中空ボタン (銅)2 4
V 層 1 2 キセル (銅)1 5 l
Ⅵ  層 弾丸 (鉛)1
溝埋土 H l
2層上溝埋土 3 1 4 2
不  明
l
9区 I 層 3 6 2
III 層 2 l 3 3
Ⅳ 層 l 4 2 l
カクラン 3
10区 I 層 米軍製品のフタ (銅)1
H 層 l 2 中空ボタン (銅)1 2
Ⅲ 層
l
Ⅳ  層 l l 1 4 雨樋支え1 中空ボタン 1
V 層 1 7
11区 I層 9
l
Ⅲ  層 5
Ⅳ  層 1 中空ボタン (銅)ユ 1
Ⅵ‖ 層 1 1
IX 層 l
12区 I 層 1 1
F I 層
1
不 明 不  明 11 3
3.二 の丸跡 第 3次調査地 点 (NM8)の 調 査
(1)調査地点の位置
第 8地点は、川内から青葉山地区へ と至る現在の扇坂の緩 く上る坂の途中にあ り、教養部構
内の南側に位置する。扇坂面からは 2～ 3m、 石垣によって囲まれた一段高い位置にある。
この地点は、江戸初期には、五郎人姫の「西屋敷」北端の「ため池」から侍屋敷付近にあた
る。のちに西屋敷が南隣の二の丸に取 り込まれて以降も、やは り二の丸北端の、堀 。池がおか
れていた場所から北側の侍屋敷にかけての付近にあたるとみられる。現地形を見ると、もとも
とは西側の青葉山から東へ下る自然の沢が流れてお り、藩政時代には、この地形を利用 して外










調査からは除外した。建物の軸に合わせ、調査区を設定 した。グリッドは 4m× 4mでぁる。









一部区域は地山面まで掘 り下げ、さらに 2m× 3mの範囲を礫層まで掘 り下げて、より下層


















Fig 40 Location of excavation at Nふ 718
N�18 i.e.Location 8 of氏� ο%協α協 (SecOndary Citadel)


























































































1 75YR/甥褐色～   砂礫
10Y Rχ暗褐色
I1 75YR/灰色     粘質シルト
Ⅲ 75Y R/明 褐色～   砂峡
10Y R/階掲色
Ⅳ 10YR/褐灰色     ツルト
V 10YR%黒褐色     粘質ツルト
Ⅵ 10YR/暗褐色     組砂
Ⅶ 10YR/黄褐色     粗砂
Vm 基本層4層 と一連
Ⅸ 5YX灰色       組砂






















5層 などの上層では、 3列 と4列の境付近で東西方向の堀の肩を確認しているので、 8層検出
の堀も3列 と4列を境にした東西方向の堀とみてまちがいないだろう。堀は、湧水が激しく、





調査区東側のE・ F-2・ 3区で南北方向の溝が 1条検出されている。幅約100cm、 深さが約
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図42 第 8地点平面図 (8層上面 )






5層 は、 7層の砂～シル トの水性堆積層および 6層 の砂礫盛土層の上部が起源になっている




8層の堀に対応 してやは り堀が検出されている。堀の肩のラインは、ほぼ 8層検出の堀 と変
化がないと思われる。埋土はⅨ層の一部が対応するであろう。
木樋
調査区北東部の 5層面がやや北側に傾斜するE・ F-2区 で検出された。幅約30cm、 深さは
約12cmで ある。底部板 と側板の接合部には丸釘を使用 している。脆弱で土圧によって変形 して
いた。
ピット





この面で確認された遺構は、南側の堀 と北側の道路 とみられる硬 く締まった砂礫層の面のみ
である。3層面は、5層上面に約50～ 130cmの厚さの砂礫の盛土をして形成された生活面である。
堀
8層 、 5層 の堀に対応する。堀の傾斜面のC・ D-5区 には、木の根の抜根跡 とみられる計
5m程のピットがある。 3層面に対応する溝埋土V層 は、水性植物の繁茂 していた様子をとど
め、有機物を多量に含んだ堆積層であった。 B-4区 の堀の斜面では、陶磁器が一括 して投棄
されていた。また、魚骨、種子なども多 く含まれていた。
道路跡
堀の北側は、堀 と平行 して、砂利層が硬 く締まった平坦面であった。堀 とこの平坦面の境は、
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図43 第 8地点平面図 (5層上面 )








図44 第 8地点平面図 (3層上面)
Fig.44 Plan of NM 8(on stratum 3) M9η,period
② 遺物






いるが数は少ない。出土状況は、B3・ 4・ 5区に集中し、 3・ 4・ 5層及び堀埋土Ⅳ・ V層
表13 第 8地点出土陶磁器集計表
Tab.13 Distribution of ceran� cs at N� 1 8
出土遺物
出土地ヽ
磁 器 陶 器




























1唇 4 不明 I 9
2層 1 碗 1 5
2・ 3層 1 1 2















2 1 切立 1 鉢類 1 碗皿類 1
不明 1
21
5層 不明■ 1 信鉢 1 碗皿頻18
6層 】 2
7層 不明 6 | ユ よ 碗皿類 】 15
8層
堀埋土 I層 鉢 1 ユ 1 火入 ] 糖鉢 3 碗皿類 2
堀埋±■層 1 | 6
堀壇土m層 不明 3 不明 9 鉢類 ]
堀埋土Ⅳ層 飲 1 】 6 2 1 碗鉢類13
徳利 1
鉢類 3 不明 2
堀埋土IV・ V層 不明34 火入 2
堀埋土V層 41 Z 鉢 1
盃 1
不明300












堀埋土Ⅵ‖層 碗皿類 1 4












1 1 豆憂 1 碗皿類 6 碗皿類 1
合計 3 10 4 I 〕 2 11 2137
から多 く出土している。特に堀埋土V層 に集中する。時期的には、幕末から明治以降のものが
大半で、東北産磁器や大堀相馬製品が多 く合まれる。堀埋土VH・ ⅥⅢ・ IX層 では陶器 。磁器 とも
に出土量は少なく、肥前・美濃瀬戸産が多い。大きく見ると、基本層 8層 と堀埋土Ⅸ層から下
層では、江戸期のものに限定され、それより上層では、明治以降の資料が大半を占める。基本
層 3層面 (掘埋土V層 )と 基本層 5層面の資料では、平清水産の飯茶碗や型打の皿など共通す
るものが多 く見られ、しかもこれらの資料が、いずれでも主体を占めている。但し、招絵およ
び銅版印刷のものは、 5層では見 られず、 3層 (堀埋土V層 )以上で出土する。招絵や銅版印
刷のものは、堀埋土Ⅳ層から上の層に多 く含まれて くる。
磁器
1～ 44は、堀埋土出土のものである。 1は コバル ト染付による小型碗。 2は 口縁内部に繋葉
文が施される飯茶碗。 3は外面青磁釉の飯茶碗で、18世紀の肥前産。











は盛 り上がった状態になっている。18は黒 。茶の上絵付で花鳥文が施されている。19は緑・ 黒
で雁 と草花文が招絵で施され、白と赤で彩色されている。20は コバル トで草花に鳥文が施 され
る。21は見込みに円状の荒磯文が刻文され、その上から濃いコバル トによって染付がなされる。
22は コバル トによる染付で、高台径の小さい蛇の日高台を持つ。今回の調査では、同種のもの
が最 も多 くまとまって出土 している。23～ 25は類似 した蓋付の飯茶碗で、24・ 25はセ ットとな
ると思われる。細かい筆描きで雀、昆虫文が描かれてお り、瀬戸製品かと思われる。26・ 271ま
コバル トの招絵による飯茶碗。28・ 29は コバル トによる線描きの飯茶碗で、口縁内部に文様帯










や大振 りの飯茶碗である。52は銅版印刷で勲章文が施された飯茶碗。53は 3層 出土の連弁 口縁
の鉢で、17世紀後半から18世紀の肥前産。
55～ 61は、 5層出上のものである。55は竹網を施 したような胴部を持つ鮫肌釉の湯呑で、男
治期の会津本郷で同様の釉薬のものが多 く作 られている。56は堀埋土V層で出土した皿 (図48
-21)と 同類のもの。57は端反が強い、唐草文の飯茶碗である。58～ 62は コバル トによる染付
で、明治期の平清水産 と思われるもの。 これらは、堀埋土V層 と基本層の 3層 出土の平清水産
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図47 第 8地点出上磁器0










Fig.48 Porcelains ttOm NM 8(4)


















Fig.50 Porcelains from NM 8(6)















Fig.51 Porcelains iOm NM 8(7)











0                      1ocln
図52 第 8地点出土磁器181








0                 10cm
図53 第 8地点出土磁器(91
Fig.53 Porcelains from NM 8(9) M9ガケperiOd
(53 Late of 17c.-18c.)
阜草
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驚柔_
図54 第 8地点出上磁器l101
Fig。 54 Porcelains from NM 8(10) M¢ガケperiOd
|
図55 第 8地点出土陶器(D
Fig.55 Ceramics ttom NM 8(1)        18c。 (6417c。 )
司 8
⊆ イ
⊆軍ヲΓ夕  '  78
10cm
図56 第 8地点出土陶器(2)
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0                     109m
図57 第 3地点出土陶器(3)
Fig.57 Ceramics from NM 8(3) 18-19c.
(86・ 88 Late of 16c.-17c.)







Tab,14 Notes on ceramics at NM8(1)
器 形 出 上場 所
法  量
文  様  等
釉 薬





小型碗 B5嬬埋土 L 2( 楽付稲東文 ?、 ヨパル 石灰 瀬戸 月治 同文破片他に3点 23-1
飯茶碗 不明堀埋iⅢ 染付福寿文字文、呉須 石灰 “刷 23-2
3 飯茶碗 不明堀埋上Ⅲ S 5ι 外面青磁,見込み五弁花、呉須 石灰 やや粗 一則 23--3
畑徳利 C4堀埋上IV L 飼版、草花文 石灰 やや密 やや良 月治後期以降 23-4
5 飯茶碗蓋 C4堀埋iIV 4( 銅版,童子文、玉風亭福山製銘 石灰 やや密 やや良 不明 月治後期以降 23-5
6 火入? C5堀埋土IV 72 銅版、菊花文 石灰 密 頼戸? 月治後期以降 23-6
7 湯呑茶碗 D4堀埋上IV S 37 染付団円文、コノミルト 石灰 やや窪 やや良 一剛 23-7
8 皿 D5堀埋土IV L 1 S 摺絵、松竹梅富士小紋、 下明 司文破片他に2点 23--8
9 輪花皿 D5堀埋土Ⅳ 賓 摺絵、小紋、コバルト 石灰 不明 月治 司文破片他に35点 23--9
輪花皿 D5堀埋上Ⅳ L 招絵、小紋、コバル 石灰 粗 やや七 東】ヒ産 月治 司文破片他に4点 23-10
11 水滴 B4堀埋土V 染付、型打ち菊花文、 やや密 やや長 額戸? 明治 24-1
盃 85堀埋土V 染付詩文、コバルト 石灰 やや留 やや良 平清水 明治 24-2
小型碗 84堀埋土V L 飛飽、詩文鉄釉、外面青磁釉 石房 やや留 やや良 鞭戸? 明治 24-3
1逍 皿 C4堀埋土V S よ 飼版、菊桐文、ヨバル 石房 やや糊 一戸 明治 24-4
納豆鉢 B4堀埋土V 磁 6 染付岡松竹梅文、 コバル 石夢 顆戸 明治 24-5
皿 B5堀埋土V 磁 楽付朝顔?、 コバルト 石房 普 平清水 明治 司文破片他に 2′ミ 24-6
皿 C4堀埋土V 磁 緑茶白赤色のと絵、牡丹文 青寂 密 平清水? 明治以降 24-7
皿 B4掘埋土ヽ 確 よ 緑茶黒色の上絵、花鳥、盛軒精製銘 青蔵 密 平清水? 切治以降 24-8
皿 C4堀埋土V 磁 緑黒白茶色の上絵、花鳥文、招絵 青蔵 密 R 平清水? 明治以降 24-9
皿 B4堀埋土V 染付草花文、コバルト 密 平清水 明治 24-10
21 皿 B5堀埋上V 染付、型打ち波にL、 やや密 やや良 瀬戸 明治 同文破片他に4点 25-1
皿 B4堀埋土V a 染付唐草支? コ′ぐルト やや密 やや良 不明 明治 同文破片他に451く 25--2
飯茶碗蓋 B4堀埋土V M 染付笹文、コバルト 石灰 やや密 やや良 頑戸? 同文破片他に3点 25-3
飯茶碗蓋 B4堀埋上V L 染付蝶に昆虫、コバルト 石灰 やや密 やや良 瀬戸? 明治 司文破片他に6点 25-4
飯茶碗 B5堀埋上V M 榮付蝶に昆虫、コバルト 石灰 やや密 やや良 瀬戸? 切治 司文破片他に 1有 25-5
飯茶碗 C4堀埋土V M 招絵牡丹文、ヨパルト やや密 や゙良 不 明 喝治 25-6
飯茶碗 C4堀埋土V S 摺絵桐文他、ヨパルト 普 晋 平清水? 児治 25--7
飯茶碗 B5堀埋土V S 染付牡丹文、呉須 やや粗 卜明 25-8
飯茶碗 B4堀埋土V 染付牡丹文、コバル や゙密 eや艮 卜明 月治 詞文破片他に12ミ 25-9
飯茶碗 B4堀埋土V 染付繋花文、呉須 贖戸? 幕末前後 司文破片他に31 25-10
飯茶碗 B5堀埋土V L 染付雲繋文、コバルト 普 険戸? 月治 司文破片他に28点 25-11
飯茶碗 B5堀埋土V 52 染付松竹悔文、コバルト 石灰 普 平清水? 月治 司文破片他に3点 25-12
飯茶碗 B5堀埋土V 3: 染付縦縞に楓文 ?、 ヨバルト 石灰 やや留 やや長 平清水? 月治 司文破片他に■点 25--13
飯茶碗 B4堀埋土V S 1 染付流水に楓文、コバル 石灰 やや密 やや艮 平清水 月治 25-14
飯茶碗 B5堀埋土V 5f 集付兎に上肇、コバル 石灰 やや窪 やや良 平清水 月治 司文破片他に3点 25-15
飯茶碗 B4堀埋土V L 5〔 染付縦縞、ヨバルト 石灰 やや慈 やや良 平清水 刀治 司文破片他に30点 25-16
飯茶碗 B5堀埋土V M 5を 染付松竹悔文、コバルト 石灰 普 普 平清水 月治 司文破片他に41点 26-1
飯茶碗 B5堀埋土V L 11 5イ 染付松竹梅文、コバルト 石灰 晋 平信水 月冶 26-2
飯茶碗 B4堀埋土V L 5( 梁付竹文、コバルⅢ 石灰 普 平青水 月治 26--3
飯茶碗 B4堀埋土V L 5ィ 染付よるけ縞文、ヨバルト 普 平清水 月治 司文破片他に21点 26--4
1 飯茶碗 B5堀埋土V L 染付石椙文、コバルト 石灰 普 平清水 月治 司文破片他に32点 26-5
2 紅 入 B4掘埋iV L 24 染付菊草文、コバルヽ 密 良 不IIn 明治 26-6
皿 B4堀埋土Iメ S 型打文 晋 一剛 17C後半 26-7
小型碗 B4堀埋土Ⅸ M 集付山水文、呉須 O やや4 甘い ユ剛 26-8
飯茶碗 不IIn L 5( 染付松に雪輪文、コバルト ぐや憲 やや良 平清水 明治 司文破片他に9点 26--9
土瓶蓋 F3 3層 駅 染付桐文、ヨバルト 普 会津本紹 明治 26--10
灰吹 不明 3層 S Ы 楽付桐文、呉須 者 著 単刷 18C後半～19C 26--13
小型碗 不明 3層 & 34 染付蔓花文?、 ヨパル「 者 不明 明治 同文破片他に3点 26-■
表15 第 8地点出土陶磁器観察表②
Tab 15 Notes on ceramics at NM8(2)
器 形 出 上 場 所
法  Ξ
文  様  等
釉 薬
η台土 焼成 産 地 時   期 偏   考 額
既口径 ミ径 種碧 貫入
皿 EF 3層 M 拠付渡に扇文、呉須 石灰 O やや組 やや甘 一刷 26--12
飯茶碗 不明 3層 M 1, ま
～
付斎草文、ヨバルト 石灰 平清水 月治 同文破片他に3点 26--14
飯茶碗 F3 3層 L 11 α 冬付桐・稲東他、呉須 石灰 やや密 やや艮 単剛 26-15
飯茶碗 不明 3層 L 1】 4 嗣版、 日本万歳勲章文 石灰 瀬戸 月治以降 26-16
5 鉢 小明 3層 楽付牡丹唐草文、呉須、焼継き 石灰 “則 26-17
小型碗 不明 5層 S 84 染付唐草文、コバル ト 石灰 不明 嘱治以降 26-18
湯春茶碗 不明 5層 L 駁 & 型打編龍形、上絵草花文 鮫肌 会津本我 月治中期以降 26--19
F2 5層 L 2( 染付、型押し波に松、コバルト 石灰 やや密 やや良 涌 戸 凋治 司文破片他に7点 26--20
飯茶碗 不明 5層 M 楽付花蔓文、呉須 石灰 工刷 18C後半～19C 26-21
飯茶碗 F2 5層 L 染付割菊花敗し文、ヨバル 石灰 やや密 やや良 平清水 幕末前後 ]文破片他に10点 26-2?
飯茶碗 F2 5層 L 5( 染付笹に雪文、 コバルト 石 灰 やや密 平清水 喝治 司文破片他に6声 26-23
飯茶碗 F 5層 M 5( 染付垣に笹文、コンくルト 石灰 やや粗 平清水 児治 司文破片他に7点 26-2賀
飯茶碗 F 5層 L 駒 楽付垣に笹文、コバルト 石灰 普 平清水 喝治 Юと同文様 26--25
飯茶碗 B3 6層 M 5, 染付よろけ縞、上絵松葉、コバル 石灰 やや密 普 平清水 喝治 司文破片他に3点 26--26
乗燭 不明堀埋土 M 5` 無文 O 密 やや良 大堀相馬 明ヽ 27--1
皿 不明堀埋土 I 陶
=島
子 O やや良 唐津 27-2
皿 不明堀埋土 I 陶 9 i島子 O 普 唐 津 27--3
皿 不明堀埋士 陶 S 1 ,1毛 目 O やや糊 唐津 27-4
瓶掛 不明堀埋土H 陶 S 枯付雲龍文 夙霜 O やや粘 瀬戸美濃 27-5
豆変 不明堀埋■■ 陶 52 征
小 鉄釉 O 普 大堀相馬 不 明 27--6
鉢 不明堀埋土H S O やや雀 者 夫堀相馬 不 明 27--7
徳利 不明堀埋■lV S Ы 突釉浸掛け O 密 やや良 夫堀相馬 不明 27-3
皿 C4堀埋土IV S O ややな 美濃 27-10
豆登 D4堀埋土Ⅳ S 〕 ややおややせ 不明 不明 底面に墨書有 27-■
土瓶蓋 D4堀埋土Ⅳ P 4E文 O やや箸 やや良 夫堀相蕉 27-9
皿 D4堀埋土Ⅳ 無文、蛇ノロ釉象J、 漆継? 青雅 工剛 17C後半～18C 27-12
灯切皿 B4堀埋土V L 17 無支 O 留 や゙云 夫堀将民 27-13
土瓶 85堀埋土V 無文 O 密 やや長 大堀欄馬 27--14
皿 B4堀埋土Ⅶ S 無文 青飛 普 普 一削 17C後半-18C 28-】
糖鉢 B4堀埋土Ⅶ‖ S 無文 やや粗 良 不明 不明 28-2
大平鉢 不明堀埋土IX S 鉄絵、重革文 O た濃瀬戸 17C 28-3
皿 小明 S Ⅸ 無文 O やや密 良 小明 不IIB 28-4
小型碗 不明 3層 無文 O 密 やや良 大堀相痒 13C後半～19C 28-5
文入 不明 3層 摺絵、菊花文 石灰 やや密 普 平1青 水 喝治 28-7
種鉢 不明 5層 S 無 文 普 普 28-6
小鉢 C2 5層 S 無文 やや密 不切 28-8
皿 不明 6暦 S 51 灰釉掛け分け O やや留 やや良 18C後半～19C 28--9
皿 C3 7暦 S 無文 O 普 吾津 16C後半～17C 28-■
碗 B3 7層 S Ⅸ 無文 O やや密 普 美濃瀬戸 28-10
向付 3 7層 S 垣根に革花文、鉄釉 ミ石 O 美濃 28-12
B.瓦 (図 58・ 59)
大部分は 3・ 4層、および堀埋土m層 ～V層の陸軍第二師団時代のものである (表 16)。 江戸
時代初期の可能性がある 5～ 7層 および堀埋土Ⅸ層出上のものもわずかにあるが、全体に量が










抽出可能な資料無 し。ただし反 りからみてほとんどは平瓦であろう。釘穴のあるものが 5点
ある。滑 り止めの櫛 目のついた平瓦もしくは桟瓦も見られる (図58-4～ 7)。
桟瓦類
通常の桟瓦 (図59-11・ 12)の 他に、棟に載せる角桟伏間瓦と思われるもの 3点 (図58-9。
10)、 塀桟瓦 と思われるもの 4点、瓦当に模様のない軒桟冗 1点がある。
その他
水切 り溝の有る瓦が 4点あ り(図 28-8)、 第 6地点の例から、塀桟瓦の可能性がある。また、
表16 第 8地点出土瓦集計表
Tab.16 Distribution of roof tiles at NW1 8
[破片数・重量 (単位kg)の順に表示]
層 遺 構 平 瓦 類 丸 瓦 類 軒丸瓦類 軒平瓦類 桟 瓦 類 そ の 他 不   切
層 15  2 8 4 0.5 2 02 36  1 7
層 6 17 1 03 3 0,1
層 5 09 1 0.1 1 0,1 2 0.5 5 0.3
堀 埋 I 2 03 1  0 05
″    II 1  0.12 1 05
″    III 9 15 1 0.2 1  0 07 5 17 7 0.5
″   IV 39  6.6 1 02 4 09 10  3.7 6 05 47  2.5
″  V 71  9 5 2 05 8 1,7 13  3 3 8 12 46  1 6
″   VI 3 05
″    VIII 2 03 1  0 15
″   IX 10 1 5 5 06 1 0.3 1 05 1  0 06
6 層 8 16 1  0 08 1  0.05
7 層 7 11 3 05 4 0,3
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図59 第 8地点出土瓦12)
Fig。 開 Roof tiles from NM 8(2) M9ガゲperiOd
(13E,o periOd)
図 種  類 地  区 層・遺構 図 種   類 地  区 〕聾 。i貫積
1 軒 平 瓦 B4・ 5 堀 埋 V 棟 瓦 ? C5 堀 埋 Ⅳ
B4 ″   IV 桟 瓦 B5 ″  V
C3 5 層 B4 ″   Ⅳ
4 櫛 日 付 瓦 B4 堀 埋 IV 道 具 瓦 ″  IX
D4 ″  V 九瓦 。胴表 ″   Ⅷ
C4 不 切 C4 ″  V
″   IV 桟・ 尻切込 D5
水切濤付瓦 B4 ″  V B3 層
煉 瓦 ?
用途不明の道具瓦?1点 (図59-13)、 刻印 (丸および丸に一)の あるもの4点がある (図59-
14～ 17)。
C.煉瓦
堀の埋土Ⅳ・ V層 より破片が19点出ている。 日本においては江戸時代末より特別な洋風建築
物のために煉瓦が製造 されたが、より普及するのは明治になってか らのようである (朝倉他
1970 pp.403～ 404)。




で型押 しのボタン (図 61-23・ 24)。 刻み 目の装飾の付いたものも 1点有る。二の丸第 1地点出
上のもの と同じで肌着のボタンと推定 され る (東北大学埋蔵文化財調査委員会 1985 p.
101)。
(山田しょう)
図60の 12、 4～ 7は褐色のガラス瓶で、色調 と形態からビール瓶 と考えられ、底部はいず
れも上げ底を呈する。法量や細部の形態にはノミラエテイが見られる。この うち 4には、型によ
る陽刻がみられ、□ WERYと しるされている。 これは醸造所を示す BREWERYで あろう。
しかし、 2には何も書かれていない。 日本におけるビールの製造は、明治 5年以前に横浜在住
のアメリカ人 William Copelandが 創設 した SPRING VALLEY BREWERYで 製造・販売さ
れたのが最初 とされる。また明治初年以降、主に居留外国人向けに、ビールの輸入も盛んに行
われた。さらに明治 5年渋谷 ビール、男治 7年ニ ツ鱗 ビール、明治10年開拓使 ビール (札幌 ビ
表17 第 8地点出土その他の遺物集計表
Tab.17 Distribution of various implements at N� 1 8
煉 瓦
植 物 製 品 ガ ラ ス 製 品 金 属 製 品
石 製 品 骨角製品 皮製品
自 然 還 物
製 品 木端等 板 容器 製 不明 植    物 動物




7 7 1 竹 2
5層 3 1
C-2、 3ビ ット キセル 1
堀理 I 板 1
II 2
2 1
IV 桶側板 ] 1 4 1 硯 2、 砥石 1 3 1
V 15 縄 1 6 洋釘 3、 和釘 1、 寛永通宝 1










2 2、 他種子 1 3
1
1
6層 1 2 1 1
7層 1 ―Ⅲl
板 1 15 1 1
発ぽ
8                  rィ   ラ
0                                   10cm
図60 第 8地点出上ガラス製品












が判明する。王冠栓は明治27年 (1894年 )に、ロン ドン・ クラウン・ コーク会社によって発明
されている。 日本のビール製造会社における王冠栓の使用は、大 日本麦酒株式会社 (明治39年
に日本麦酒・札幌麦酒 。大阪麦酒の 3社が合同して設立)が最初で、明治40年から使用 してい
る(大 日本麦酒株式会社 1936)。 麒麟麦酒株式会社では、それよりやや遅れ、明治45年から王冠






キー・ グラス)で、下半に綻長の面取 りが10面なされているが、これはカット・ グラスではな
く、型によるものである。13は浅い円筒形の容器で、縁は招って仕上げている。底面に型で、





Tab 18 Notes on various implements at N�18
番号 種  類 出土区 層 特徴等 (数値はmm) 番号 種  類 出土区 層 特徴等 (数値はmm)
1 ピール瓶 C4 堀埋土Ⅳ層 口径28 ガラス容器 C4 堀埋土Ⅳ層 透明・ 口径44・ 底径42・ 器高20
2 ビール瓶 不 明 4層 底径78 硯 堀埋土V層
3 ガラス瓶 堀埋土V層 透粥・ 口径26 [5 硯 堀埋土Ⅳ層
4 ビール瓶 A2 4層 □WERYと の陽亥J 硯 堀埋土Ⅳ層
5 ビールlrl C4 堀埋土Ⅳ層 底径82 17 櫛 妬埋上Ⅳ層 鼈甲製・薄 く泉」離
6 ビール瓶 堀埋土Ⅳ層 医径76 石筆 堀埋土V層
7 ビールTl 不 明 不 甥 底径58 キセル 堀埋土V層
8 ガラス容器 堀埋土Ⅳ層 透明・底径62 舞? 堀埋土V層
9 ガラス薬瓶 不 甥 堀埋±■層 青色・ 日径31 第? 堀埋土V層 側面に刻み
ガラス小瓶 不 明 堀埋土Ⅳ層 掲色・ 口径25 堀埋土V層
11 ガラス小瓶 B4 3層 透明・ 口径16・ 底径22・ 器高54 ボタン 堀埋土V層 型押しガラス
グラス C4 堀埋土V層 透明・ 口径44・ 医径26・ 器高42 ボタン 堀埋土V層 型押しガラス
E.金属製品
ほとんどは堀の埋土Ⅳ～V層より出土した陸軍時代の一括遺物に属する。この中で種類が判
別するものは、寛永通宝 1点、薬爽 3点、キセル 1点 (図61-19)、 洋釘 3点、和釘 1点で、他
は不明である。機械類の部品の断片も含まれる。
F.石製品
堀の一括遺物に硯 4点 (図61-14～ 16)、 石筆 6点、砥石 1点、スレート片 3点がある。
石筆は一般に、ろう石で作られた筆記具で、石盤の上に書取 りや計算を繰 り返し行った (図
61-18)。 野沢 (1988)に よれば、欧米では18世紀末から教育用として使われたが、日本では明
治時代初期に宮城県で良質な粘板岩が発見されてから普及し、小学校の学習用として明治・大
正に広 く使われたという。出土した細片 1点のエックス線粉末回折を蟹沢聰史先生にお願いし




















他にボタン 1点 (図 61-22)、 鼈甲製の櫛 1点 (図61-17、 厚さ l mm以下の破片)、 スズキの椎
骨 2点がある。
1.皮製品
堀の埋土から陸軍時代の皮製品の断片 5点が出ている。内訳は靴の表皮 2点 (軍朝とにしては
薄い)、 軍靴の半貼 り?1点、カバンのものかと思われるベル ト1点、不明断片 1点である。靴
の表皮 1点が豚皮の他はすべて牛皮である。吉田行雄氏 (仙台市一番町、ロダン・ シューズ)
に鑑定して戴いた。





























ピットの埋土などの類似性 と、それらが、ほば1.9mの等間隔で並がことから、図 7に示 したよ





区のV層 から、明治初頭の磁器が出土 しているので、二の丸の焼失 (明治15年)頃には取 り壊
されたものと考えられる。
ところで、 1区 と5区で検出された暗褐色土層 (5層)は対応 し、旧地表土 と考えられる。
1区は現地表から約50cm、  6。 7区では同じく現地表から20～ 30cmか ら地山になる。この間の
2～ 4区は、40～50cm下 げても依然 として盛土である。 5区で確認された暗褐色土 (5層 。旧

























































































































































































がないが、池 と言 うよりは沢状の地形になった可能性もある。 この池と北側の輔重隊敷地の間
には池に沿って道路がある。5層 および 3層 の遺構群は、遺物からこの時期のものと推定され、




ところで、 5層 と3層 の間には、大規模に砂礫の盛上がなされ(4層―堀埋土Ⅵ‖層 )、 堀も斜
面側が埋め立てられている。多 くの遺物を含む堀埋土V層は、この盛土後に形成された有機物
層である。 この 3層 と、それに対応する堀埋土V層 から出上 した陶磁器は、盛上の下の 5層 か
ら出土した遺物 と基本的に共通する内容を有 している。 3層―堀埋土V層 出土の陶磁器を特徴
付けるものとしては、コバル トによって、かなり崩れて簡略化された文様を染付ける飯茶碗が
あげられ、平清水産 と考えられるものが多いが、同様のものは 5層 出土資料の中でも主体を占
めている。また、図48の 21や図53の 56の ような、刻文に濃いコバル トで染付を施す皿も、3層・
5層 に共通する。 したがって 3層面 と5層面 との間には、さほど大きな時間差を認めることは
困難であろう。ただし、 3層面出土陶磁器の中には、招絵や銅版印刷のものが含まれるように
なる点で、若千新 しい様相を示 している。 3層面よりさらに上層の堀埋土Ⅳ層になると、招絵
や銅版印刷が増えている。
5層 から出土 した遺物の内で、最も新しく下るものとしては、大堀相馬産 と考えられる図53
の55の 湯呑茶碗、および図53の 56の 型打の皿があげられる。 これらはいずれも明治中期以降の























2.発 掘調査 の概 要
1987年度は、本調査 1件、試掘調査 3件、立会調査 1件、計 5件の調査を実施した。これら
の調査の内訳は、川内地区 (仙 台城二の丸跡)においては、本調査 1件、試掘調査 1件、立会
調査 1件、青葉山地区では、試掘調査 1件、川渡地区では試掘調査 1件である (表 19)。
(1)川 内地区の調査
第 4地点の調査は、1984年度に実施した、川内地区排水管整備事業にともなう調査 (1次調













Tab.19 Excavations on the campus in the fiscal year 1987
調査の種類 調 査 地 点 原 因 調 査 期 間 面 積 時期
本 調 査 仙台城二の九跡第 4地点 (NM4) 川内地区配水管整備事業 7/15～ 9/4 126鮮 近世

















しあわせ、現地形の改変度合を考慮 して、工事面積2243m2の うち試掘調査面積は96m2に とどめ
た。調査の結果、遺構・遺物の出土はなかったので、その後の調査は行わなかった。
13)川 渡地区の調査














物跡、池を確認している (東北大学埋蔵文化財調査委員会 1985)。 第 2地点の礎石建物跡は、
その後保存されることになった。1984年度には第 4地点の 1次調査を行い、二の丸北東部の外
郭線に関わる遺構を検出した(本報告収録)。 1985年度には、第 6地点において西端外郭の塀基
礎および石組遺構・溝を発見している (東北大学埋蔵文化財調査委員会 1990)。 1986年度の第
7地点では、勘定方西端の蔵に関わるとみられる掘立柱跡、第 8地点では、北端外郭の溝(堀 )
を検出している (本書年報 4)。









二の丸造営 (寛永15・ 16年、1638・ 39年)以前には、伊達宗泰の屋敷がおかれていたことが伝
えられており、調査区の南部分は、この時期には宗泰の屋敷地内に含まれることも考えられる。
西屋敷が廃絶され、この区域が二の丸に取 り込まれる時期の「肯山公造制城郭木写之略図」





川内団地内の排水管整備にあた り、中善通 り沿い (道路西側)に排水管を通すことになった。
北側と南側の一部区域については既破壊部分を利用して排水管を設置することにしたが、道路
沿い延長約96mについては発掘調査を実施する必要があった。調査は1984年度中に終了するこ





図書館本館前の道路 (中善通 り)沿いの排水管のルー トにあわせ、幅1.5mの トレンチを設定
した (図 64)。 1次調査 (1984年度)では、北側の28m分 (I区 )、 2次調査 (1987年度)では、
南側を中心に68m分 (I区の北側の一部 3m分を含む)の調査 (■・ III区 )を行った。調査面
積は、それぞれ42m2、 lo7m2、 計149m2で あった。このうち 2次調査の I区北側とⅢ区の19♂ は、
盛土をはりあげたところ既破壊区域であることが判粥したので、この区域の調査はその後行わ
なかった。結局、精査区域は、道路沿いの直線にして84m分 (I・ H区)と いうことになる。
調査は、配水管のルー トにあわせて、原点A・ Bを設定し、この 2点をむすぶラインを基準
線とした。基準線は、座標北より20° 01′ 44〃 西偏している。また、道路脇に保存原点Cを設けた。










Y三 十 2 0
図64 二の丸第 4調査地点調査区の位置
Fig.64 Location of NW14





原点A X=193614.502 原点B X=193595.404 原点C X=193607.386
Y=- 2009.361     Y=- 2002.399     Y= -1997.200
調査区は、原点 Bを基準に南へ 2mご とに 1～ 10区、北はNl～ N4区 とグ リッド名を付し
た。 2次調査 (II区)では、原点Bか ら20mの 地点から77mの 地点までの範囲を調査 したため、
原点 Bか らの距離で、21区 ～77区 とlmご とのグ リッドに分けて調査を行った。
前述のように、調査が 2次に分かれグリッドの設定方法が異なるため、以下の遺構の報告で
表20 第 4地点基本層土層注記表
Tab.20 Characteristics of layers at NM 4
層 色 調 土  質 内 容
1層 道路に伴 う整地層
la層 5Y5/2灰 オリーブ色 砂 道路基礎
lb層 安山岩角礫 道路基礎
lC層 5Y4/1灰 色 シル ト 円礫含む
2a層 5Y4/2灰オリーブ色 砂 円礫含む
2b層 10Y R 3/1黒褐色 シル ト 砂礫含む
3a層 25Y4/4オ リーブ褐色 砂質シル ト 小礫含む
3b層 10Y R 5/3にがい黄褐色 ラ/ル ト
3C層 10Y R 5/4にぶい貢褐色 シル ト質砂 不均質な整地層、円礫多量含む
3d層 10Y R 4/1褐灰色 シル ト質砂 炭化物多量含む、不均質な整地層
3e層 25Y5/4黄 褐色 砂
3f層 10Y R 3/1黒褐色 砂質シル ト 砂礫・炭化物多量含む
3g層 10Y R 3/1黒褐色 砂質シル ト 炭化物多量含む
3h層 10Y R 5/4にがい黄褐色 砂 下部に円礫多量含む
4a層 10Y R 4/4褐色 砂質シル ト 小深多量含む
4b層 10Y R 4/4褐色 砂質シル ト
4C層 7.5Y R4/4褐色 砂質シル ト 榛多量含む
4d層 5Y3/2オ リーブ黒色 シル ト 炭化物・地山ブロック含む
4e層 75Y3/2オ リーブ黒色 シル ト質粘土 礫・炭化物含む
4f層 25Y3/2黒 褐色 砂質シル ト 炭化物含む、角礫多量含む
4g層 25Y3/2黒 褐色 砂質シル ト 灰化物含む、地山ブロック多量含む
4h層 25Y3/1黒 褐色 砂質シル ト 炭化物・地山ブロック含む
4i層 10Y4/2オ リーブ黒色 粘 土 植物遺体含む
4j層 10Y3/1オ リーブ黒色 シル ト質粘土 礫・ 瓦多量含む
4k層 10Y3/1オ リーブ黒色 シル ト質粘土 礫・瓦多量含む
41層 10Y3/1オ リーブ黒色 シル ト質粘土 炭化物・礫含む
4m層 7.5Y3/2オ リーブ黒色 シル ト質粘土 炭化物・礫含む
5a層 10Y R 4/4褐色 ラ/ル ト 小礫多量含む
5b層 10Y R 6/6黄裾色 粘 土 黄褐色シル ト・小礫・砂が不均質に混じる
5C層 5Y3/1オ リーブ黒色 粘土質シル ト 粘土ブロック。小珠・植物遺体を不均質に合む
5d層 10Y R 2/2黒褐色 ンル ト 炭化物・小礫・粘上が不均質に混じる
6a層 10Y R 5/2黒褐色 砂質シル ト 植物遺体多量含む
6b層 2.5GY4/1暗 オ リーブ灰色 砂質シル ト 小礫・砂・粘土が不均質に混じる
地 山 10Y R 5/6貢褐色 う/ル ト 粘土がやや不均質に混じる、 2次堆積か
は、便宜的に I区・ H区を分けて記述することとする。遺構の名称は、掘立柱列 と溝跡につい
ては、 I区・ H区を通した番号にした。しかし、ビット番号は I区・ H区それぞれで別に付け
られてお り、通 し番号に付け直す と煩雑 となるため、調査時の番号をそのまま使用することと
する。但 し、調査後の検討の過程で、 1次調査のピット11・ 21・ 22・ 23と 、 2次調査のピット
8は欠番 となっている。
14)層序
調査が 2回 に分かれたこともあ り、厳密に対比はできていない部分もあるが、おおむね表20
の通 りである。
1層 現在の道路面 となっているアスファル トとその基礎の整地層である。米軍および大学に
よる整地層 と考えられる。
2層  1層 の下の大規模な整地層で、第二師団もしくは米軍による整地層 と考えられる。
3層  H区 の中央付近の50区 より南側に分帝するもので、地山および 5層 を覆 う。50～ 60区で
は、この 3層 がコンクリー ト建造物を伴 う掘 り込みを覆っている。また64～ 73区では、 5号溝
を覆っている。5号溝は、出土遺物から埋められたのが明治以降であると考えられることから、
3層 は明治以降の第二師団の整地層 と思われる。
4層  I区の中央付近の 4区 より北側に分布するもので、地山および地山に掘 り込 まれた柱
列・ ピット・石敷整地層を覆っている。石敷製地層からは板ガラス・洋釘・土管が出土 してお
り、明治以降 と考えられることから、この 4層 も明治以降のものである。
5層  H区 の59区 より南側に分布する整地層である。 この 5層の下から掘 り込まれた溝跡から
は、江戸時代初頭の遺物のみが出土 していることと、厚いところでは lmにもおよぶ大規模な
整地であることから、この 5層 は貫永15年 (1638年 )の二の丸造営に伴 う整地層 と考えられる。
6層  H区南端よりの64～ 74区 に分布 し、 5層に覆われている。江戸時代初頭の地表面に堆積
した層 と考えられる。
地山層 調査範囲が南北に長いため、地山の土質は均質ではない。表20には最 も一般的な部分
を示 した。地山の上面は、全体に北側が低 く、南に行 くにしたがって高 くなっている。そのた
め、標高の低い北端付近では、全般にグライ化 した様相が認められる。ただし、 H区の60区付




から南側では、基本層序が他と大きく異なる。そのためここでは、 I区・ H区北半部 。H区南
半部に分けて、遺構の状況を述べることとする。
N7m   N5m             om 5m
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5区から 7区にかけて、ピット6・ 7・ 9の 3個の柱穴が確認された。 ピット7で平行して




1区から4区にかけて、ピット12・ 13・ 16の 3個 の柱穴が確認された。 1～ 4号石敷整地層
に切 られてお り、残存状況は総 じて良くない。平面形は、一辺0.8～ 1.2m程 の隅丸方形を呈す。




l～ 3号石敷整地層 (1～ 3号溝)
1区から3区にかけて、東西方向に平行して 3条、溝状の掘 り込みに攀大から人頭大の河原
石を敷いた整地層が検出されている。濤の方向は、お為むねN-53°一Eである。この内、 2・
3号石敷整地層は浅い溝状の掘 り込みの中に、河原石を敷 くようにしているが、 1号石敷整地
層は南側は比較的明瞭に肩が付 くが、北側ははっきりした掘 り込みを持たず、整地層の範囲は
Nl区 まで仲びている。 これらの整地層の前後関係は、 1号石敷整地層の河原石が含まれる埋
± 2層 が、 2号石敷整地層の礫が含まれる層序まで伸びることから、同時に構築された可能性




ある。南側が東西に伸びる撹乱によって破壊されてお り、 3号石敷整地層に接する付近 も破壊
されていたため、その範囲は明確ではないが、南北2.2mにわたっている。整地層の下面は東西
方向に幅15cm程 の小規模な溝状 となってお り、その方向はN-53° 一Eである。掘立柱列 2の ピ
ット13お よびピット10。 15を覆っている。 この 4号石敷整地層 と3号石敷整地層の関係は、 ト
レンチ東壁の部分でのみ残存 してお り、 3号石敷整地層の南端を切って 4号石敷整地層が構築
されている。ただし、 3号の端に沿っていることから、構築順序は 3号から4号であった とし












南側の 8～ 10区で、ピット1～ 5。 14が検出されている。 この内ピット5。 14は 1号掘立柱





こ;|〔:    
ピツト24→ピット17
この うちピット28と したのは、径3.Omの ほぼ円形の大きなものである。またピット24・ 27で
は柱痕跡が検出されてお り、ピット27では柱の下に偏平な礫が敷かれていた。遺物は概 して少
ない。




32区から42区 にかけて、ピット4・ 5・ 6・ 7・ 12の 5個の柱穴が検出された。いずれも不
整形な平面形態を呈 し、しかも南東から北西方向に大きくオーバー・ ハングしている。 ピット
底面近 くで検出された柱痕跡を垂直に上に仲ばす と、このオーバー・ ハングした部分にぶつか
ってしまうような方向で壁面が立ち上がってお り、どのような上屋構造になるのか不粥である。































































名   FB 55 60m
|   |
Pit27断 面




0                  2m
Pit26断 面
埋± 10Y R/ 暗褐色 シルト 小礫・炭化物・焼土塊含む
Pit12土 層註記
埋± 75YR/ 掲色 ンルト
Pit13土 層註記
埋±1層 10Y R/ 褐色 小礫。炭化物含む
埋±2層 10Y R/ 禍色 白色粕上・黒褐色土が不均質にlFtじ る
埋±3層 10Y R/ 褐色 白色粘土多量合む
P■15土層註記
埋上 10Y R/禍 色 粕土質シルト 細砂多量合む
Pit16土 層註記
埋± 1層 75YR〃灰禍色 砂質シルト
埋±2層 75YR/褐色  粘土質シルト
ド5580m
Pit18土 層註記
埋±  5Y笏 オ リーブ黒色  ンル ト質粘土 地 山 ブロック多量合む
Pit19土層註記




埋上 1層 7 5YR/褐色 砂質シルト 地山ブロック含む
埋±2層  10Y R/暗 褐色 粘土    地山ブロック含む
埋±3層 10Y R/黄 禍色
Pit24土層註記
埋± 1層 10Y R/暗 褐色 粘土質ンルト
埋±2層 10Y R/褐 色  砂質ンルト




埋± 5Y/暗 オリーブ色 砂質シル ト 小礫多量含む
Pit26土 層註記
埋± 10Y R%黒褐色 粘土質シル ト
Pit27土 層註記
埋± 1層  5Y/灰オリーブ色  粘土
埋±2層  10Y R/に がい黄褐色 粘土 礫多量含む
埋±3層 25Y〃黄褐色    シルト質粘土 明黄褐色粘土ブロック多量含む
Pit28土 層註記
埋± 1層  10Y R/暗 掘色 粘土質シルト 炭化物多量合む
埋±2層  10Y R%黄 褐色 粘土質ンルト
Pit29土層註記
埋± 10Y R/褐 色 粘土質シルト 地山ブロック含む
1～ 4号石敷整地層
①75Y R豚灰白色 シルト質粘上に小礫が多量にlFtざ る 4号石敷整地層埋± 1層
②75YGG/黒 褐色 シルト質粘±           4号 石敷整地層埋±2層
③75Y R必 黒褐色 砂質シルト            1号 石敷整地層埋± 1層
④75Y R/褐色  砂質シルト            1号 石敷整地層埋±2層
⑤75Y R/褐色  砂質シルト            1号 石敷整地層埋±8層
⑥75Y R/黒褐色 砂質シルト 地山ブロック混じる  2号石敷整地層埋±1層
⑦75Y R笏黒褐色 砂質ンルト 砂多量合む      2号 石敷整地層埋±2層
③75Y R/黒褐色 砂質シルト            2号 石敷整地層埋± 3層
③75Y R/黒褐色 砂質シルト            3号 石敷整地層埋±1層
⑩75Y R/黒褐色 ンルト              3号 石敷整地層埋±2層








図66 第 4地点 I区平面図・断面図(1)














15rn          161n





































埋±3層 10Y R/黒 色  シルト
P■ 14埋土土層注記
埋± 5Y。・S/オ リープ黒色 シルト
P■∬埋土土層注記
埋± 10Y R/褐 色 粘土質シルト 細砂多量合む
4号濤埋土土層注記












P■ 6 FH56 20m
ずV
Pit 9埋 土土層注記
埋± 1層 75YR/暗褐色 シルト質粘土
埋±2層 7.5Y R/灰 白色 シルト質粘土
埋±3層  10Y R/暗 褐色 シルト質粘土
小礫・地山ブロック多量合む
埋±4層 7.5Y R/暗褐色 シルト質粘上
地山ブロッタ含む
Pit 7埋土土層注記
埋± 1層 10Y R/黄 褐色
埋±2層 10Y R/褐 色
小礫多量含む






埋上1層 7 5YR/褐色  粘土質シル ト
卵褐色粘土質シル トが混ざる







図67 第 4地点 I区平面図・ 断面図(2)
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埋± 10Y R/黒褐色ンルトと10Y R/にがい黄掘色ツルトが不均質に混じる
P■ 2埋土土層と記
埋± 10Y R/黒掘色 ンルト 地山ブロック混じる
Pit 3連 土土層注記
埋± 1層 10Y R%黒褐色 粘上質ンルト
埋±2層  10Y R/黒褐色 粘土質ンルト 黄襲色シルト混じる
Pit 3断面
引       卜 56.50rn
M
0                 2m







Fig.68 Plans and cross sections of Loc.II at NM 4(1)
板ガラスが 1点 出上 しているが、細片であ り、混入の可能性も捨てきれない。また、少数では
あるが、江戸時代に輸入板ガラスを建築に利用 した例 もある。陶磁器では、ビット7か ら幕末
前後 と思われる磁器の飯茶碗が出土 している (図72-21)。 また細片ではあるが、ピット6・ 7
から出土した磁器碗類は、胎土が密で焼成も良好な点から、19世紀以降と思われるものである。
したがって、この掘立柱列 3は、さかのぼっても幕末頃の建造 と考えられるであろ う。
ピット
ピット10
ピット10と したのは、40区から44区 にかけて検出された浅い落込みで、明瞭な掘 り込みを持
つものではない。埋土は、大量の瓦 と炭化物・炭化木材を合み、粥治15年 (1882年 )の火災の
時のものである可能性がある。 この埋土はピット13と 3号掘立柱列のピット12を覆っている。
その他のピット




また、ピット10の 周辺には、ピット9・ 11・ 13・ 14・
ている。これ らの切 り合い関係は次の通 りである。




などの撹乱が多 く、確認できなかった。 ピット11と ピット14では柱痕跡が確認されており、ピ





である。江戸時代の整地層 と考えられる 5層 の上面から掘 り込まれている。切 り石を垂直に積






63・ 64区で検出された東西方向の溝で、地山に掘 り込んでいる。この 6号清 と 7・ 8号溝は、
いずれも江戸時代の整地層 と考えられる、5層の下から掘 り込まれている。方向はおおむねN―
61° 一Eで、上面での幅1.6m、 深さ0.5mで ぁる。遺物は出土していない。
7号溝
69・ 70区で検出された東西方向の溝で、6a層から掘 り込まれている。この濤は新旧 2時期に
分かれる。新 しい方の 7号溝 bは、古い方の 7号溝 aと はば同じ場所で、若千北側にずれて掘
られている。 7号溝 bの方向はN-63° 一Eで、 6号溝 とほぼ平行している。幅は90cm、 深さは



















































埋±1層 10Y R/黒褐色  粘土質ンルト
埋■2層 10Y R/灰黄褐色 粘土質ンルト 橙色および淡黄色粘土質ンルトブロック合も
P15埋土土層注記
埋±1層 10Y R/灰黄掘色 橙色および淡黄色粘土質ンルトブロック合む
Pit 6埋土土層連記
埋±1層  10Y Rl'ム黒色 木片多量合む
埋±2層  10Y R/黒鵜色 明緑灰色粘土質ンルトブロック含む
P17埋土土層注記
埋± 10YR/灰 黄鵜色 粘土質シルト 怪色および淡黄色ブロック合む
H19埋土土層注記
埋± 10Y R/黒褐色 粘土質ンルト 掲色粘土質シルトブロック合む
Pl10埋土土層注記
埋± 10YR17ム黒色 粘土質ンルト 炭化物・瓦多量合む、上部に薄く砂がかぶる
Pith埋土土層注記






埋±1層  10Y/灰 白色  絡土質ツルト
埋±2層 10YR/黒褐色 粘土質シルト 地山ブFッ ク合む
Pi114埋土土層注記
埋±1層 25Y/暗灰黄色 シルト質砂  地山ブロック含む
埋±2層 25Y/黒褐色  粘土質シルト 地山ブロック含む
Pit15埋土土層注記








































0                  2m
… …
図69 第 4地点H区平面図・ 断面図(2)
Fig。 69 Plans and cross sections of Loc.II at NM 4(2)
1次調査時の試掘拡
旧排水管による撹乱











































埋±1層  10Y R/黒 褐色    砂質シル ト
埋± 2層 10Y R/黒 色     砂質シル ト
埋±3層  10Y R/に ぶい責褐色 砂礫




埋± 1層  5GY/暗オリーブ灰色 ンルト    砂礫・炭化物含む
埋±2層 75Y/オ リープ黒色  粘土質シルト 植物遺体含む
基準線
6号濤埋土土層注記
埋± 1層 10Y R/黒 褐色 粘土質ンルト 植物遺体を合む層がラミナ状に入る
埋上2層 75Y/灰色  植物遺体含む
埋± 3層  5GY/緑灰色 砂質シルト
7号簿 b埋土土層注記
埋± 10Y R必 黒褐色 シルト
8号濤埋土土層注記
埋± 1層 10Y R%黒 褐色
埋±2層  5Y/オ リーブ黒色
埋±3層  10Y R/黒 色
埋±4層 25Y/暗 灰黄色













Fig.70 Plans and cross sectiOns of Loc. II at NV14(3)
基準線
113-114
なるが、幅は 2m以上になるものと考えられる。地山から掘 り込んでお り、北側の縁が 5号清
によって壊されているが、埋土の状況から、本来の深さは60cm程 になるものと思われる。埋土
1層から陶器 4点が出土 している。全て細片であ り図示できなかったが、その内訳は、唐津産
向付、志野丸皿、鼠志野皿 ?、 美濃産播鉢である。唐津産向付は16世紀末から17世紀初頭のも
ので、志野丸皿は大窯最末期のものと思われ、17世紀初頭であろう。鼠志野皿 ?も 同様の時期
の可能性がある。美濃産播鉢は17世紀のものである。 この 8号溝の lm程北側には、30cm1/kど




57～ 59区 にかけて、比較的大きな掘 り込みが確認されている。ただしこの区域は、85年度の
調査に先立つ試掘調査の際に既に掘 られてお り、壁面での確認にとどまる。 このピット18と 、




当地点出土遺物の種類 。点数は、表21・ 23・ 24に示 した。2b層・ ビット10・ 5号溝などから
多 く出上 している。 これらを含めて、ほとんどが切治以降の遺構・層位からの出上である。二
の九造営に伴 う5層 の整地層の下からは、土師質土器 。箸が多 く出土している以外は、遺物は
少ない。特筆されるものとして、6a層 から木簡が出土している。木簡は、二の丸跡では初めて
の例である。
A.陶磁器 (図 71・ 72)
接合作業後の総破片点数は 822点 を数えるが、ほとんどは細片で、しかも明治以降の第二師
団時代のものと考えられるものが多い。出土状況では、明治以降の整地層 と考えられる 2層・
3層 と、ビット10・ 5号溝で多 く出土 している以外では、総 じて少数で、確実に江戸時代 と考
えられる遺構。層位からはほとんど出土していない (表21)。 二の丸造営に伴 う整地層 と考えら
れる 5層 より下層で出土 した陶磁器は、8号溝出上の 4点の陶器以外は、6a層 で土師質土器が
出土 しているのみである。 これらの土師質土器は、全体の特徴が判明するものはない。皿がほ
とんどで、焼塩重の底部の可能性のあるものが 1点 出土 している。ここでは遺構出上のものと、
江戸期のものを中心に示 した。
1～ 4が 1985年調査区 (I区)出上のもの、 5～ 22が 1987年調査区 (H区)出上のものであ
る。
表21 第 4地点出土陶磁器集計表












その他 腕 uL 碗
皿
類





















1層 1 不切 1 不切 1 碗皿類 1 6
2層 1 不明 2
2b層 不明 1 6 2 2 1 不明 5 不明 2 碗皿類15
不TIB 4
4層 不朔 2 碗皿類 2 4
4f層 1
4g層 1
1号石敷埋土 4 不明 l 不明 5 不明1 碗皿類20 45




3号石敷埋土 1 碗皿類 1 2
4号石敷下濤 碗皿類 1 1
ピット1 1 1
ピット8 不明 2 碗皿類 ] 3
ピット18 l
ピット27 碗皿類 5 6
ビット28 碗皿類 1 1
不 明 不明6 碗皿類 3
合計 l | 8 I 0 6
ＩＩ
区
2層 不明 2 2







3a層 不明 1 1 1 3
3b層 不明 4 4
3d層 I 不明 2 1 不切 8 不明 2
3e層 I 不勇 1 4




44・ 45区攪乱 4 不明 2 9




l l 3 鉢 1
阻 ユ
不明 1 碗皿類 7
5号膳異込 1 l 2
8号濤 1 向付 1 4
ピット5 I 不明 1 I 不明 1 碗皿類 2 6
ピット6 〕 不明 3 ス入?1 5
ピ ット7 火入?1 4
ビット10 V 瓶 1
不明26
I 1 不明 8 火入 1
不明 3
碗皿類18
不 明 碗皿類 1 6
合計 r 項 21 ] よ 望 I 3 8
I区・ I区合計 1 I 必 嚢 釈 I 3 14 822
1・ 5・ 6が2b層 出土のものである。 1は高台裏に□明成化年製の銘をもつ、肥前産の磁器
皿である。見込みには手描 きの五弁花文が施される。 5は 口縁部の釉が掻き取 られてお り、蓋
が付 くものと思われる。
7～ 10が 3層 出上のものである。 9は土瓶か急須の蓋で、明治の会津本郷で同様のものが多
く作 られている。10は 口縁部の断面がT字状を呈 し、体部内外面は鉄釉を施 し、口縁部にのみ
灰釉 ?を施す播鉢である。二の丸跡第 6地点で同様のものが 2点出上 してお り (東北大学埋蔵
文化財調査委員会 1990p.23・ 25)、 類似 した製品が福島県の岸窯で出土している。




4は I区のピット1か ら出上 したもので、鉄釉が施された鉢である。産地 。時期は切確でな
いが、形態から江戸時代のものと考えられる。
■～14が 5号溝から出土 したものである。11は刷毛 目を施す皿で、外面に星印の刻印が見 ら
れることから、第二師団が使用 したものであろう。14は鉄釉の施された耳付きの壺 と思われる
表22 第 4地点出土陶磁器観察表










法   量
文 様 等
釉  薬




図口径 広径 器高 種 類 貫入
1 Ell 2区 2b層 磁 S 77 染付山水文、見込五弁花、呉須 石灰 ○ やや粗 やや引 革削
2 皿 1号石致埋 1 磁 S 染付、口縁部波文、呉須 石灰 並日 一副
3 碗 2号石敷埋 1 陶 S 亥J文 灰釉 ○ やや密 ぐや倶 大堀相馬 と8C～ 19C
4 鉢 10区 ピット1 陶 S 無文 鉄釉 やや粗 や゙刊 不明 不 明
5 小型蓋杉 31区 2b層 磁 M 染付団円文、呉須 石灰 一剛 18C後半～19C
6 碗 40区 2b層 磁 S 無文 石灰 ○ やや粗 一剛 不明
7 飯茶碗蓋 44・ 45区攪乱 磁 S 染付唐草文、呉須 石灰 や゙宅 や゙貞 不明
8 皿 56区 3b層 磁 S 染付、呉須 石 灰 や゙壮 やや増 一削 17C後半～18C 35-5
9 土瓶蓋 58区 3d層 磁 P 72 染付花唐草文、コパル ト 石 灰 や゙長 含津本郷 明治
招鉢 70区 3a層 陶 S 口縁部灰釉 鉄釉 O やや粗 0や良 幸? 17C後半～18C
11 皿 5号濤埋 1層 妬 M 刷毛目に星印 石 灰 下切 第二師団
12 湯番 5号濤埋 2層 磁 S 染付松文、 ヨバル ト 石 灰 やや窪 や゙良
^明
明治 35-7
13 飯茶碗 5号濤埋 層 磁 S 染付宝繋文、呉須 石灰 単削 35-8
14 耳付豆 5号濤埋 4層 陶 S 無文 鉄釉 や゙J 蕉濃瀬戸 不 切
1〔 徳利 42区 ピット10 陶 L 無文 鉄釉 や゙粗 や゙良
^切
不 明
1( 土瓶 42区 ピット10 陶 M 無文、漆継 ? 灰 釉 O や゙甘 鷺濃 不明
17 油壷 43区 ピット10 陶 L 無文 鉄釉 や゙良
瓶 44区 ビット10 磁 S 染付蛸唐草、呉須 石 灰 や゙密 や゙良 巴前 18C後半～19C 35-9
皿 41区 ビット10 磁 S 染付菊花文、呉須、砂目積み 石灰 や゙粗 や゙甘 単削
火 入 41区 ビット10 瓦 S 刻印菊花文 尿素 や゙粗 是? 不 明
飯茶碗 39区 ビット7 磁 S 染付笹文、呉須 石 灰 や゙密 や゙良 下明 幕末前後




0                      10Cm
図71 第 4地点出土陶磁器 (り
Fig.71 Ceramics and porcelains ttom NM 4(1) 18-19c.



















21・ 22が掘立柱列 3の ピット7か ら出土 したものである。21は薄い呉須で窓絵の中に笹文を
描 く飯茶碗である。22は砂 目積みのある徳利の底部で、内面に厚 く釉の垂れた跡が見 られる。








板状の桟が貼 り付いていた痕跡がある破片が、 I類に 1点 (1)、 H類に 2点 (2・ 3)あ るこ
とから、丸瓦形の瓦当の付かない軒桟瓦があったことが分かる。これは後述する桟瓦の IoH
類 と組合わされて、塀の軒先を飾った可能性がある。
1類は 2個体、H類は 9個体出てお り、三枚笹 と唐草文で、第 7地点の 1・ H類 と同じであ
る。Ш類は三引文で 1個体(5)、 Ⅳ類は星+唐草文で 2個体出ている僻比 Ⅳ類はその文様から鎮
台以降に製作されたものであろう。ピット10と 3e層 から各 1個体出てお り、ビット10では I・
H類 と共伴するので、 IoH類 も鎮台以降に使用された可能性が出てくる。Ⅲ類は三の九巽門
に類例がある (金森 1985p.520・ 529)。 伊達家の家紋の三引文を使っているので、二の丸時
代に製作されたものとすると、 5号溝においてH類 と共伴する。以上からこれらの遺構におい
ては、二の丸時代の瓦と鎮台以降の瓦が混在 している、もしくは IoⅡ 類が両時代に渡って使
用されたことになる。
V類は 1次調査区から8個体出てお り、第 8地点から出土したものと同じく、無文の瓦当で
ある。表面に数字を刻印したものがあること、および第 8地点での共伴遺物から陸軍時代のも
のと推定される。
平瓦 (図 74-7～ 9)
ピット10、 次いで 5号溝から多量に出ているが、細片が多 く抽出資料は全体で13点のみであ
る。形態的特徴は第 7地点のものにほぼ同じだが、表面の側縁に沿って面取 りしているものが




Tab.23 Distribution of roof tiles at N� 14
[破片数・重量 (単位kg)の順に表示]
区 出 土地 点 平 瓦 類 丸 瓦 類 軒  平  瓦 軒 丸 瓦 桟 瓦 そ  の  他 不 明 瓦
I
区
1層 12  11 1(V類 1) 009 1(Ⅳ類 1) 03 22(櫛 目19)17 20    0 6
2層 (2b層含む) 59    9 8 17  1] 8(V類 5) 05 7(Ⅳ類 51(櫛 目47) 24 152  39
1号石敷埋土 29    4 5 8  04 1(I類 1) 009 2(Ⅳ類 1 49    0 7
2号石敷埋土 14  14 5  03 2(Ⅳ類 2(輸 目を)005 29  04
3号石敷埋土 10  07 1(V類 1) 005 3 8(袖 目8)05 5    0 03
4号澪埋土 2     0 05
ビット8 125 142 5  14 4 106  15
ピット19 2  006
ピット20 1  15
ビット24 1    0 05
ビット27 1  01 1    0 02
ピット28 1  01 1(櫛 目 1)003
不IIB 8  037 11  10 4(II・ IV各 1)21 4(lV類 1) 066 2(櫛 目1)008 22  045
合計 257   31 57 53     6 01 15 0 2 96 87 385  732
区
2b層 144 138 52     4 5 2 7(IV類 3) 26(櫛 目14)182 252  702
3a層 12  12 18  15 1 3 I 56    1 2
3b層 12  14 11  07 10 015
3d層 40  49 7  05 2(111類 1) 03 5 11 1 57    1 8
3e層 45  65 3  02 6 l 47    1 7
3g層 10  16 1 2 59    1 5
5b層 10  13 7  10 3
6a層 3  10 2  01 3 005
44・ 45区撹者t 1(Ⅳ類 1) 05
50～53区撹乱 60    6 4 6  08 3(■ 類 1・  21
W類 1)
19(櫛 目7)24 14 04
64区撹乱 1  04
5号濤埋土 100 180 83     18 0 4(Ⅲ ～Ⅳ各 1)12 1 10 37
ピット4 1
ビット5 2  006
ピット6 1 1  003
ピット7 1  05
326   88 5 33  89 25(I類 1・   63




67 140  57
ビット11 1 2  02 1 01 3  005
ピット14 1  03 3  02 1 1 5  01
合計 767 1465 229  367 6 127      3459 716   23 43
I区 ,■ 区合計 1024 17307 232 42 71 51             10 94 6 1 43 150            37 55 1101   30 75
丸瓦 (図 73-6)
5号溝、次いでピット10か ら多 く出ているが、細片が多 く、抽出資料は 2点のみである。形
態的特徴、製作 。調整痕は第 7地点に1/kば 同じである。
桟瓦 (図 74～ 77)
Ⅳ類以外はピット10に集中している。 I・ H類は桟の一端が残っている破片について、桟の
突出ないし切込みが有るか否かによって識別 した。細分できなかった桟瓦の多 くは、 I・ H類
の区別が付かなかったものである。
I類 :幅約60mmの板状の桟を貼付けたもの。完形品は無 く、 Ia類は約 151nlllの 頭の突出部分
を持つ破片 (10・ 11)。 Ib類は逆に尻の切込み部を持つ破片で、切込み長が80～ 100mmと 長い
ことから、ここに棟の瓦が組み合 うと考えられる (12・ 13)。 Ia・ Ib類が同じ型の瓦の破片







合に使われるが、ここで出土 している I類は左桟が多い (個体数は Ia類 10点、 Ib類 4点 :
IC類 1点、 Id類 1点 )。
H類 :第 6地点 (東北大学埋蔵文化財調査委員会 1990)と の比較から塀桟瓦 と推定 される
(図79上段の復元図)。 棟側の桟の一端が薄 くなり、棟の構造を受けるようになっている。完形
品は無いが、尻側に釘穴、差込み部に水切 り溝を持つと推定される。Ha類は右桟QO、 Hb類
は左桟Qり。HC類は差込み側の破片である (18・ 19)。 個体数はHa類 3点、Ⅱb類 1点、HC
類 1点である。釘穴だけ、水切 り溝だけの破片は抽出しなかったので、実際にはH類の数はも
っと多いと考えられる。
IIIo Ⅳ類 :通常の建物の屋根の桟瓦で、Ⅲ類は桟の屈曲部に稜線が通るもの (20・ 21)、 Ⅳ類
は緩やかに屈曲するものである。Ⅳ類は主に I区に散在 し、「その他」の頂で述べる櫛 目を持つ
破片が 1点ある。                               ′
輪違い
ピット10よ り2点 、74区 より1点 出土。
面戸瓦
第 7地点 と同型のものが、52区撹乱、 5号溝 より各 1点出土。
綽 輻 肝
:二
図 種  類 細 分 地 区 層・遺構 図 種  類 細分 地 区 層・遺構
l 軒桟瓦 I 42区 ピット10埋土 4 軒平類 IV 42区 ピット10埋土
43区 5 ⅡI 74優こ 5号濡
42区 6 丸  瓦 3区 ピット20埋 1層
図73 第 4地点出土軒平瓦・ 丸瓦
Fig。 73 Flat eaves tiles and round roof t■ esfrom NM 4
0                 10cm
Mid.of 19c.
性げげ日引h_コニ当CIn
表  NM4 平瓦観察表
図74 第 4地点出土平瓦・桟瓦(D
Fig,74 Flat roof tiles and pan tiles frOna NM 4























0               10cm
図75 第 4地点出土桟瓦(2)
Fig。 75 Pan tiles,om NM4(2)
図 種 類 細 分 地 区 層 ・ 潰 構 図 種類 細分 地 区 層・ 遠 襦







180               10cm
図76 第 4地点出土桟瓦(3)






Fig.77 Pan tiles and other roof tiles from NM 4
∴ 6飴鼠8
Imi熙野











           5 cm
図 種 類 地区 層・遺構 図 種 類 地区 層・遺構
桟瓦IC 42区 ビット10埋土 割貫斗瓦 2区 3号石敷整地層
埋l層
桟瓦II 85年区 2b層
43区 31 亥」印・平瓦類端部 2区
道具瓦 44区 桟瓦桟端 25区
42区 〃 平瓦類端部 69区
櫛目付瓦 52区 撹乱 43区 ピット10埋土
3区 2b層 丸瓦外面 72区 5b層
87年区 ″ 丸瓦玉縁・胴接続部 68区 3a層
36区 ″ 平瓦端部 71区 2b層
割叉斗瓦 2区
図78 第 4地点出土その他の瓦
Fig。 78 Various roOf tiles from NW1 4
道具瓦 (図77-22・ 23)
用途不明のものが 2点出土。23は第 6・ 7地点出上のものと同型で、釘穴が斜めに通るのが
特徴である。
その他 (図 78-24～ 28)
滑 り止めの櫛 目の付いた破片が見られる。第 7・ 8地点からも出土 してお り、当地点では I
区に多い (2層 、 2・ 3号石敷整地層等)。 H区では2b層 と52区撹乱に見 られる。二の丸時代
に属するのか鎮台以降に属するのか不明である。平瓦もしくは桟瓦 と考えられる。櫛 目をつけ
た桟瓦Ⅳ類の破片も 1点検出されているが、全体 として櫛 目や厚 さに変化があることから複数
の種類の瓦が含まれている可能性があるので、ここではその他 として扱 う。全体の43%が赤味
を帯びている。こうした特徴は第 4・ 7・ 8地点の他の瓦の種類には見 られない。焼成時に生
じた特徴か、火災等による二次的な変色か不明である。特に裏面が表面よりも赤 くなっている
破片が見られるので、火災 とすれば、屋根の内側から火を受けたことを示すのだろ うか。■区
2b層 からは、釘穴に銅釘 もしくは銅線が残存するものが 1点出ている。また割英斗瓦 と推定さ
WIid.of 19c`
図79 瓦屋根復元模式図
Fig.79 Restored inustrations of roofs at N�1 4
れる破片が、 I区 2層 と3号溝から計 3点出ている(28～ 30)。 これは櫛 目が湾曲に直交するこ
とが、平瓦あるいは桟瓦 と推定される他の櫛 目瓦 と異なり、裏面に櫛 目の方向に溝を付け、そ
こで割っている。直径 l mmの 細い銅線が通され、 1点は破損部で銅線が結ばれている。英斗瓦









C.木製品 (図 80・ 81)




釈文   「○ [ ]宇右衛門」
○ [     ]    」
表裏に墨跡が認められるが、上記人名以外はほとんど消えかけてお り、赤外線写真でも半J読
不能。上部に角錐で穿孔 されてお り、形態から第 5地点出上の木筒 (佐久間他1989)同 様、荷
札と考えられる。ただし、第 5地点のものと異なり、下方が尖ってお り、品物あるいは包んで
きた俵に直接刺 したもののように思われる。その場合、上の孔が問題 となる。例えば孔に組が
通され、品物に結わい付けられるとともに下方で固定されたのだろ うか (田 中秀和氏による)。
箸 (3～ 10)
白木の箸で 6a層出上のものは計 554点中、完形品57点、2分の 1以上の破片が169点である。
長さは 8のみ23.5cm(約 8寸)で、他はすべて約26cm(8.5寸 )であ り、第 2地点 (東北大学埋
蔵文化財調査委員会 1985)の 6寸 に比べ、長い。藤本 (1990:pp.167～ 168)が指摘するよう
に、こうした箸は饗宴に使用された後、一括して捨てられた可能性がある。
桶
6a層 より底板 1点 12)、 側板 と思われる破片 6点が出ている。 うち 2点は片隅が切 り落とさ
れているが、理由は判 らない (11・ 12)。
鉛筆
明治以降の2b層 より1本 出土 (15)。 唐澤 (1968:pp.81～ 83)に よれば、鉛筆は江戸初期に
オランダ人により輸入された。明治初期から中期にかけて日本でも細々と製作されはじめ、明
治末に鉛筆工場が各地に建ち、大正時代に大発展した。第 8地点の遺物から伺い知れる筆 と硯、




白色のガラスの破片が多 く含まれてお り、ランプの笠 と思われる。容器には、両側面に型の合
わせ 目が残る小型の瓶 (13)と 浅い瓶がある(14)。
E.骨角器 (図 81-17・ 18)
第 8地点出土例に類似 した、鹿角製の第かと推定される破片が 2点出土している。
F。 その他の遺物 (図81)
明治以降のものとして、真鍮製の釣 り針 1点 (16)、 碁石 1点 (19)、 靴 と推定される皮製品 2































11木簡173・ 盈区16a層   |121桶 1禍・77区 18号濤埋±2層
図80 第 4地点出土木簡・ 木製品
Fig.80 Wodden tublet and ttough ttom NM 4
表24 第 4地点出土その他の遺物集計表




木  製  品 ガ ラ ス 金 属 製 品
旨角製品 そ の 他
自 然 遺 物
製 木端等 板 容器 洋釘 和釘 そ の 他 植  物 動  物
I 2b層 1 ボタン 1 石器 1、 瑳化木 1 貝 1



















44・ 45区攪乱 石器 1
50～ 52区攪乱 8 l l 針金 1、 不粥 2






ビット5 1 石器 1、 縄文土器 1
ビット6 7 ] クル ミ 1
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Fig.81 Various inlplements from NM 4 3-12 Bego of 17c.
13-19M9り,period
図 種 類 地  区 層・ 遺構 図 種 類 地  区 層 。潰 構
3-10 箸 71・ 72優I 6a層 鉛  筆 68優こ 2b層
桶側板 ? 73・ 74優E 釣  針 44区 ピ ッ ト10」塁土
ガラス瓶 74優至 5号濤埋 1層 舞   ? 36優こ 2b層
″ 3層 74・ 75Dζ 5号濤埋 2層
碁  石 44優こ ピ ッ ト10J塁 土
第Ⅲ章 考 察
今回の調査で確認された 3列の掘立柱列と4号溝跡は、いずれも真北方向を基準として、N―

















た、第 2地点検出の礎石建物跡は、磁北から15° ほど西偏していた (イ山台付近では磁北は真北か
ら 7° ほど西偏する)こ とから、F年報 1』 の「付図 1」 での復元では、二の丸建物群は、現在の
大学の地割より、わずかに西に振れるN-21.5° 一Wの方向で復元されている。そのため今回の
第 4次調査地点の遺構の方向とは、10°近 くのずれが生じることとなっている。









































































































































る。「御借長屋」は、二の丸建物 よりさらに 5°前後西に振れて絵図に描かれてお り、今回検出さ
れた掘立柱列などの方向と良 く対応 して くる。よって、 1～ 3号掘立柱列 と4号溝は「御借長
屋」かそれに付随する何 らかの施設であると考えることもできる。ただし、この場合、「台所門」
が調査区にかかって くるはずであるが、 うまく対応するような位置に遺構が認められない。ま




ても良さそ うである。 しかし、今回の第 4次調査地点の調査では、 I区の北側では、比較的低
湿な状況を呈 していたものの、ため池 と考えられるような遺構は検出されなかった。
以上、いくつか考えられる可能性を検討 してみたが、調査範囲が狭いこともあ り、いずれに
01  1 1 14m
図83 旧地表面と整地層の関係
Fig.83 Relation bet¶ /een Eブο habitation surface and fill layer
しても、今回の調査成果だけで判断することは困難であると言わざるをえない。今後、多 くの
建物跡が検出されている、第 5。 第 9地点の整理 。検討の過程で明らかにしていくことが必要
であろう。
第 4地点の調査では、 H区の南端付近で大規模な整地層 (5層 )と 、その下層から東西に伸
びる 3条の溝跡が検出された(6～ 8号溝 )。 この下層遺構から出土した遺物は、時期の判粥す
るものは少数であるが、17世紀初頭頃のものと考えられる。また、 5層の整地が大規模である
点もあわせて、 5層は二の九造営時の整地層 と考えられる。下層検出の溝跡は、正保 2・ 3年
の絵図によれば、二の丸 ともとの西屋敷の境界付近に位置する。寛永15年 (1638年)に二の丸
が造営される前には、伊達宗泰の屋敷がここにあったことが知 られてお り、これらの溝跡は宗
泰の屋敷 と西屋敷を区分する何 らかの施設であったと考えられる。これ らの清跡の方向は、30°
近 くずれてお り、第 9地点の伊達宗泰の屋敷跡 と考えられる下層建物群の方位 とほぼ対応する。
今回検出された下層遺構の うち、 8号溝 とその北側の74・ 75区で確認された落込みの間は、
土手状に掘 り残された高まりとなっている。 この高まりは、その上部が 5号溝によって破壊さ
れているが、 8号溝の埋上の状況から、江戸時代初頭の地表面 と整地層の関係を復元してみた
のが図83の下段に示 した模式図である。 このように考えると、 5層の整地が始まる59区 の地山
のもっとも高い部分と、75区の土手状の高まりの高さは、ほぼ同じ高さとなり、その間は幅の
広い浅い堀状を呈 していたものと考えられる。 6。 7号溝は、この幅の広い落込みの中に掘 ら
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THE EXCAVATION OF THE SECONDARY CITADEL OF THE SENDAI CASTLE
This is a report fOr three 10catiOns in theハ ワ%ο %ろα″%(the secOndary citadel of Sendai
Castle)excavated by the COm■ lissiOn of Buried Cuttural Properties On Campus frOm 1985
to 1987.
The HistOry ofハ 4,%θη,α拓%
The primary citade1 0f Sendai Castle was built in A.D.1600 by DATE 』И陥処能をη2クηι,the
first冴♭力η)り Of Sο %β物ケーカαη(feudal clan)appointed by the TOFし (ユz4WAshOgunate. It was
a strategic 10catiOn on a hill 120m above sea level,whOse eastern and sOuthern boundaries
were guarded by cliffs Of 70m.
However,when the age of war in Japan、vas Over,the primary citadel on the high hill
became inconvenient and in 1638,正 力4TE tttFF物 %ηι,the SecOnd湧 物躯 built a secOndary
citadel on a 10、ver terrace where the faculties Of liberal arts Of frohOku university is now
iocated.  BefOreハワ%θη9αタセらthe area was Occupied by the residence of DATE Лr%%弊夕,
the fOurth son of力 危心α物%%ら and on the north side ofツ ,イ%%狸ク's residence,theハ 佑力み6カ房″
(The West Residence)of r%ο ′物―ヵゲη夕θ,the first daughter of MttG陶 %ηι was built in 1620。
ハ″ηο紗,αηι was built at the site Of″ %%ι%港%'S residence,、 vhile A帝 ね力拇総カテ乃ゲsuⅣ ived the 17
century until^″ %οηろα留%WaS extended to the nOrth side。   ハ¢ηο物 ″%had practicamy been
the center Of the gOvernIInent of Sι %β物ゲーカα%as、vell as the residence of the′ 肋ケ留 )り fOr sOme
250 years until the M8ガ ケRestoratiOn.  AlthOugh it was destrOyed by earthquakes and fires
a couple of times,it was quickly recOnstructed each time.
In 1886,the TOkuga、 va shogunate was replaced by the new goverrlment of the Emperor
(the Ettο periOd was over and the Mcガ
'periOd had begun).  Japan put an end to 200 years
of national isolatiOn,and Western culture、 vas imported rapidly.
Prefectures were established instead Of feudal clans, and the DATE family rule was
over.  In 1871,theハ ″%ο ttαγ防、vaS OCcupied by the Japanese imperial army which had been
newly Organized in Western style.  In 1882,almost an Of the structures of′
V歩珍οttα″防Were
lost in a fire,and its brillant history was over.
The site continued tO be Occupied by the imperial army, until the American army
occupied it after WOrld War II.  The site area became the TOhOku University campus in
1957 and an organized excavatiOn began in 1983.
VOL.4
NM7
This iOcation cOrresponds tO the area of the Sendai Castle storehouses found on the the
historical illustrations Of Sendai Castleo Since this was the rescue excavation for planting
trees,only 12 of sman area were excavated.  No eminent structures were found except
t、vo ditches, pit holes Of a building, and a pit in 、vhich rOOf tiles、 vere dispOsed.  The
building may corresponds tO a part Of an arms magazine found on the histOrical inustra_
tions,  MOst Of the artifacts excavated were ceramic rOOf tiles.  Several units Of roof tile
disposal were detected,  Infered from associated ceramics and western nails,these、 vere
disposed at abOut the M8ヶ ケrestoration. Round roof tiles and flat rOOf tiles are the mOst
abundant.  There are also ridge decoratiOn tiles,filler tiles,rOund eaves tiles,nat eaves
tiles and ridge tiles,which makes the restoration Of a roof possible.
NM8
NM8 is iocated on the northern bank Of a small swamp.  At this locatiOn,depending on
、vhich histOrical illustrations of Sendai Castle,a mOat,a pond,Or a s、 vamp which cOnsititut‐
ed the nOrthern boundary between′∇秩s力之歿家sカカゲ/♂Vttηο夕%α夕彰ι andさ形レη夕%γαケresidences can be
found.
At the excavation,northern edge ofthe moat/pond,a wen,pits and a ditch― an belonging
to the Edo periOd―、vere discOvered.  In the M9ヵ彦periOd (1868-),the mOat/pond became
ShanOヽ 7,being buried by natural sedixnents and earth fill,and at the final stage,trash of the
imperial army are duttnped there :including a nulnber Of ceralnics and glass containers.
The ceramics are important specimens Of the肋″ pedOd which has nOt been well
investigated.  A/10st glass cOntainer shards are thOse of beer bOttles which represented the
diffusion Of western liquors in those days.  The shape of the bOttle rim indicate that they
had corks.  AssociatiOn Of the bOttles and the ceramics at the site is not contradictory to




Three phases of features were detected,
The 01dest phase includes ditches, and ceramics belonging to the beginning of the 17
century,non― lacQered chopsticks,a wooden tablet and so on. The habitation surface、 vas
covered with earth fill frona丙 帝デηοttγ%cOnStruction. The ditches are infered tO be the
boundary of正力4TE力鯰脇¢夕熔ク'S residence andハ啜ジ互/盗カカ方based on their iocation and the
dates of ceramics.  This is the first archaeological discovery of constructions related チο
肋ゼ′И%%の終筋
`residence which had few written records. The direction of ditches(N-60°
一W)Coincides with that of post hole rows found on the same habitatiOn surface at Loc.9
in 1990.  A number of earthern、vare dishes and chopstics are infered to have been dumaped
after only one time of use at a ceremOny/banquet,according to the custom of those days,
The second phase includes a ditch and three rO、vs of pit holes. The precise date cannot
be deterlnined because of the fe、 v artifacts yielded,but they are infered to be parts Of the
ハIテ%ο %珍翻 conStruction.  Ho、vever,the direction of pit hole ro、 vs are N-30° 一WV which is
different fronl N-24° 一W of the^「テ%ο ttα″%conStructions found at other locations. It is
difficult to identify the type of cOnstructions but they are difinetely located near the North
Gate ofゼ 1ヽ'%θタ2α夕宅″.
The final phase of Loc.4 includes a ditch and pebble fills,  They are dated to the M9ヶ ゲ
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図版 1 第 7地点全景













図版 2 第 7地点発掘区 (1区 。2区 。3区 )







図版 3 第 7地点発掘区 (4区・ 5区 。6区 )








図版 4 第 7地点発掘区 (7区・ 8区 )





























図版 5 第 7地点発掘区 (8区・ 9区・10区 )

















図版 6 第 7地点出土陶磁器
Pl.6 Ceranlics and porcelains from NM7
2(19-3)
図版 7 第 7地点出土軒丸瓦(1) S=1:4






図版 8 第 7地点出土軒丸瓦(2)・ 軒平瓦(1)




図版 9 第 7地点出土軒平瓦(2)。 丸瓦(1)




図版10 第 7地点出土丸瓦12)。 平瓦(1)
Pl.10 Round roof tiles and aat r。 。f tiles from NM 7
3(2851)
図版■ 第 7地点出土平瓦(2)
Pl.1l Flat roOf tiles ttOm NM 7(2)
図版12 第 7地点出土平瓦(31
Pl,12 Flat roof tiles from NM7(3)
156
図版13 第 7地点出土平瓦僻)
Pl.13 Flat roOf tiles ttOm NM7(4)
図版14 第 7地点出土平瓦(5)・ 災斗瓦


























図版17 第 7地点出土雁振瓦 。道具瓦・桟瓦








図版18 第 7地点出土桟瓦 。その他の遺物・瓦器面調整










図版19 第 8地点全景・ 3層上面検出遺構








図版20 第 8地点 5層上面検出遺構







図版21 第 8地点 8層上面検出遺構








図版22 第 8地点 8層上面検出遺構・深掘区断面










図版23 第 8地点出土磁器 (1)
P1 23 Porcelains from N�18(1)
4
9 (47-19) 10 (47-20)
図版24 第 8地点出土磁器12)
P124 Porcelains frOm NM8(2)




































図版28 第 8地点出土陶器(2)・ 瓦(1)
























































図版31 第 4地点全景・ I区遺構(1)
Pl.31 View and features Of Loc.Iat NM 4(1)
I区・
3 1区 。1号石致整地層 (西から)
I区北半部 (南から)               7 1区
図版32 第 4地点 I区遺構 (21
Pl.32 Features of Loc.I at Nh71 4(2)
7 1区 ・ ピット17・ 24(西 から)





7 H区 ・ ピット7セ クション (北から)
図版33 第 4地点H区遺構(1)
Features Of Loc,H atNM4(1)
5  H区・ ピット5セ クション (東から)
6 H区 ・ ピット6
l H区・ ピット10遺 物出土状況 (西から)
3 H区 ・ ピット14～ 17(西から)
5 H区・ 6a層上面遺物出土状況
7 H区・ 7号濤 (西から)
2  H区・ ビット12・ 13(西 から)
4 H区 ・ 5号濤 (西から)
6 11区・ 6号濤 (南から)
図版34 第 4地点H区遺構(2)
Pl.34 Features of Loc H at NM 4(2)
8 H区 ・ 8号濤 (西から)
-           19 (71-20)
図版35 第 4地点出土陶磁器(1)










図版36 第 4地点出土陶磁器121・ 軒平瓦・丸瓦・平瓦(1)
P136 CeraHlics and roof tiles from NM4
3(76-16)
S=1:5
図版37 第 4地点出土平瓦(2)・ 桟瓦(1)
Pl.37 Pan tiles ttOm NM4(2)
4 (75-13)
図版38 第 4地点出土桟瓦(21








16 (78-35) 17 (78-36)
18 (78-37)
図版39 第 4地点出土桟瓦(3)。 その他の瓦
P139.Pan tiles and Other roOf tiles from NM4
1 (80-1)
二
2(左 か ら813～ 8110)
4011■ ) 5 (81-12)
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